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環境保護印刷：クリオネマーク認証

この印刷物は、E3PA のゴールドプラ
ス基準に適合した地球環境にやさし
い印刷方法で作成されています。
E3PA：環境保護印刷推進協議会「広報のと」4 月号の印刷費は一部当たり 37 円です。

巨石に祈りを
　3 月 2 日、柿生の神道地区で石仏山
祭りが行われ地区民が五穀豊穣を願っ
て祈りをささげました。

能登町役場の組織・課名変更のお知らせ
4 月 1 日から「町民課」と「環境対策課」
が統合し、「住民課」となります。 環境対策課  ☎ 62-8507

住民課
 ☎ 62-8500

町民課  　　☎ 62-8500
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のとキリシマツツジ  名古屋で咲く
柳田地区山村活性化協議会

ＤＶＤで魅力を世界に
　同協議会は、のとキリシマツツジの魅力を映像に
収め、英語と韓国語のナレーションと字幕で解説す
るＤＶＤも制作しています。
　映像は約 3 分半で、能登町内の民家に育つ樹齢約
300 年の古木や、盆栽を手入れしている住民の姿な
どを紹介。ナレーションと字幕で、開花時期や能登
半島の場所、藩政期から先祖代々、大切に受け継が
れてきたのとキリシマツツジの歴史を伝えており、
外国人観光客の呼び込みにつなげる狙いです。
　この２つの取り組みは、農林水産省の山村活性化
支援交付金による、「のとキリシマツツジ」という地
域 資 源 を 活 用
し た 所 得・ 雇
用 の 増 大 を め
ざす一環です。

　能登町とＮＰＯ法人のとキリシマツツジの郷など
でつくる「柳田地区山村活性化協議会」は 2 月 27 日
から 6 日間、名古屋市の東山動植物園「植物会館」
で「のとキリシマツツジ展」を開催しました。
　深紅の花びらがきらびやかな「本霧島」や全国的
に珍しい「紫霧島」、能登固有の品種「紅

べにがざね

重」など
の盆栽と鉢植えそれぞれ 10 鉢を展示。3 月 3 日には

新 潟 県 立 植 物 園 の
倉 重 祐 二 副 園 長 ら
に よ る 講 演 会 も 行
わ れ、 期 間 中 に 約
2,700 人が来場しま
した。

のとキリシマツツジ  
オープンガーデン 2018

　4 月 17 日から 5 月中旬まで、能登町、輪島市、珠
洲市、穴水町と志賀町土田の郷で、のとキリシマツ
ツジがある個人のお庭など 91 か所が公開されます。
　花の見頃は 7 日～ 10 日間と短いですが、満開にな
ると遠くからも存在がわかるほどに深紅に色づく花
びらが特徴的です。百聞は一見にしかず。「能登の天
花」と称されるのとキリシマツツジをぜひ見に来て
みませんか。
　お庭の場所や開花情報（毎週火曜・金曜更新）は、

「うぇるかむ奥能登」HP または、道の駅で配布して
いるパンフレットで確認できます。

問県奥能登総合事務所企画振興課☎ 0768-26-2303

　のとキリシマツツジ古木群の「いしかわ歴史遺産」
認定を記念して、昨年からオープンガーデンのライ
トアップを行っています。今年も「オープンガーデ
ン八兵衛」＝石井の今 正広さん宅＝で 25 日から、オー
プンガーデンが終了するまで実施します。
　30 日には午後 6 時 30 分から「ライトアップと音
楽の夕べ」を開催。
宇出津出身で白山市
在住の尺八奏者・川
端夕山先生による演
奏が行われます。入
場無料です。

のとキリシマツツジ 
ライトアップで愛でよう！

日時
ライトアップと音楽の夕べ

4 月 30 日㊗　18：30 ～

25 日～

ライトアップ

交通死亡事故ゼロ 1400 日達成

感謝状贈呈式に訪れた県警橋本交通部長と町交
通安全協会、町交通推進隊など関係団体の役員

　2 月 22 日、町内の交通死亡事故ゼロが 1400 日に達しました。
3 月 5 日に石川県警察橋本交通部長が役場能都庁舎を訪れ持木
町長に感謝状を手渡しました。持木町長は「通過点とし更なる
記録を目指したい」と述べ決意を新たにしました。

4 月 6 日から 4 月 15 日は春の交通安全運動期間です
　交通死亡事故ゼロはもちろんのこと、交通事故もゼロになる
よう、町民の皆様にはより一層の安全運転をお願いいたします。
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　町スポーツ表彰式が 3 月 1 日、役場
能都庁舎であり、全国大会などで活躍
を見せた選手の功績をたたえました。
　各部門の受賞者は次のとおりです。

平成 29 年度能登町スポーツ表彰

スポーツの力で活力ある町に
アスリートの功績たたえる
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ら
は
役
員

と
し
て
事
務
局
や
会
計
な
ど
13
年
間
務
め
、
協

会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
後
は
協
会

設
立
に
邁
進
し
、
能
登
町
卓
球
協
会
監
事
、
理

事
を
歴
任
し
協
会
の
運
営
、
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
も
奥
能

登
体
育
大

会
、
県
民
体

育
大
会
な
ど

の
各
種
大
会

に
役
員
、
選

手
と
し
て
携

わ
り
、
活
躍

を
み
せ
て
い

ま
す
。

能
登
町
相
撲
連
盟
（
中
平
翔
伍
、
嶋
垣
英
和
、

濱
夢
沙
士
、
寺
下
祐
樹
、
濱
大
功
未
、
又
多
敏

晴
、
坂
下
昭
徳
）
▽
第
69
回
石
川
県
民
体
育
大

会
相
撲
競
技
団
体
優
勝

能
登
町
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
久
保　

文
、
駒

寄
真
弓
、
坪
江
加
奈
）
▽
第
69
回
石
川
県
民
体

育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
女
子
団
体
優
勝

優れた成績を収めた選手ら
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本
年
は
、
明
治
元
年
か
ら
１
５
０
年
を
迎

え
る
年
で
あ
り
、
政
府
は
平
成
30
年
を
節
目

と
し
て
、
改
め
て
明
治
期
を
振
り
返
り
、
将

来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
や
民
間
企
業
と
共
に
、
様
々
な
関
連
施
策

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
代
国
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
明
治
期
は
、
政
治
、
産
業
、
教
育
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
近
代
化
へ
の
取
組
が
行
わ

れ
、
国
の
基
本
的
な
形
が
築
き
上
げ
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
維
新
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、

戦
後
の
復
興
や
高
度
経
済
成
長
な
ど
、
こ
の

１
５
０
年
間
は
、
大
き
な
社
会
的
変
化
を
何

度
も
経
験
し
な
が
ら
、
国
、
そ
し
て
地
方
が

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
代
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
や
「
人
工
知

能
」、「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
な
ど
、

ま
さ
に
社
会
的
大
き
な
変
化
の
中
に
あ
り
、

「
温
故
知
新
」
の
精
神
で
、
先
人
の
知
恵
や

精
神
に
学
び
な
が
ら
、
新
し
い
能
登
町
の
町

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
き
な
社
会
的
変
化
の
中
で
、福
祉
、

防
災
、
教
育
な
ど
、
町
づ
く
り
に
も
っ
と
も

影
響
を
与
え
る
変
化
は
、「
人
口
減
少
」
で

あ
り
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
「
人
口
構
造
の

変
化
」
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、「
能
登
町

創
生
総
合
戦
略
」
を
も
と
に
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
常
に
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
交
流
人

平
成
30
年
度

施
政
方
針

　

能
登
町
第
二
次
総
合
計
画
3
年
目
と
な
る
平
成
30
年
度
は

ど
の
よ
う
な
施
策
が
行
わ
れ
る
の
か
―
―
3
月
定
例
会
議
で

持
木
町
長
が
述
べ
た
、
施
政
方
針
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

口
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
「
イ
カ
の
駅
」
を
中
心
と
し
た
九
十
九

湾
周
辺
の
整
備
の
ほ
か
、
秋
吉
地
区
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
ア
マ
メ
ハ
ギ
が
「
来
訪
神
～

仮
面
・
仮
装
の
神
々
～
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

世
界
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
登
録
さ
れ
ま
す
と
「
奥
能
登

の
あ
え
の
こ
と
」
を
含
め
て
二
つ
の
世
界
無

形
文
化
遺
産
を
有
す
る
町
と
な
り
、
能
登
町

の
強
み
で
あ
り
ま
す
、
先
人
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
伝
統
文
化
が
よ
り
一
層
輝
き
を
増

し
、
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
時
に
、

１
町
12
村
で
あ
っ
た
能
登
町
内
の
町
村
が
、

昭
和
、
平
成
の
大
合
併
を
経
て
一
つ
の
自
治

体
と
な
り
、
13
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
町
政
推
進
の
礎
と
な
り
ま
す
新
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
今
後
本
格
的
に
工
事
が
進
捗

い
た
し
ま
す
。
新
庁
舎
が
、
町
民
の
交
流
の

場
や
安
全
・
安
心
の
拠
り
所
と
な
る
と
と
も

に
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
末
永
く
町

民
に
愛
さ
れ
る
庁
舎
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

礎
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
13
年
間
で
積
み
重

ね
て
き
た
も
の
が
形
と
な
っ
て
い
く
一
年
に

な
り
ま
す
。
先
人
が
守
り
続
け
て
き
た
文
化

や
、
町
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
施
策
を

し
っ
か
り
と
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
や
職
員
の
定
員
適

正
化
計
画
の
実
施
に
よ
る
経
常
経
費
の
削
減

に
加
え
、
計
画
的
な
繰
上
償
還
の
実
施
に
よ

り
、
公
債
費
や
町
債
残
高
の
縮
減
を
図
り
、

財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
改
善
の
効

果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
歳
出
面
で
は
、
今
後
は

人
口
減
少
問
題
対
策
費
や
高
齢
者
増
に
よ
る

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
を
は
じ
め
、
近

年
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ
る
公
債

費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
事
、
そ
し
て
歳
入

面
で
は
、
依
然
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存

財
源
に
頼
る
体
質
で
あ
り
、
財
政
力
を
示
す

指
標
は
低
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は

第
二
次
総
合
計
画
に
掲
げ
ま
し
た
「
町
民
が

自
信
と
誇
り
が
持
て
る
町
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
や
定
住
促
進
施

策
の
充
実
、
一
次
産
業
の
活
性
化
等
、
能
登

町
創
生
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
べ
く
編
成
い

た
し
ま
し
た
。

　

環
境
教
育
の
普
及
と
実
践
を
通
し
て
、
世

界
農
業
遺
産
で
あ
る
「
能
登
の
里
山
里
海
」

を
保
全
し
、
次
代
へ
と
継
承
す
る
取
り
組
み

と
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
積

①
自
然
環
境
と
の

絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

極
的
に
推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　
「
世
界
農
業
遺
産
推
進
事
業
」
で
は
、
世

界
農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
や
能
登
Ｇ
Ｉ

Ａ
Ｈ
Ｓ
（
ジ
ア
ス
）
推
進
協
議
会
へ
の
負
担

金
を
計
上
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
推
進
事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
や
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。

　
「
道
路
整
備
費
」
で
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
、
地
方
創
生
道
整
備
推
進

交
付
金
事
業
を
継
続
し
て
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
橋
り
ょ
う
・
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

も
、
計
画
的
に
点
検
を
実
施
し
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
進
め
ま
す
。

　
「
街
路
整
備
」
で
は
、
引
き
続
き
「
駅
山

手
線
街
路
整
備
事
業
」
を
計
上
し
、
市
街
地

の
回
遊
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
「
小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」

で
は
、
道
路
改
良
の
ほ
か
、
観
光
交
流
施
設

や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
小
木
地

区
の
都
市
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
「
の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
事
業
」
で
は
、

町
民
向
け
の
利
用
促
進
事
業
に
お
い
て
、
羽

田
空
港
で
の
乗
継
助
成
を
引
き
続
き
実
施

し
、
搭
乗
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
誰
も
が
住
み
よ
い
と
感
じ
る

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
た

　

ま
ち
づ
く
り

施 政 方 針
平成 30 年度
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て
、
株
式
会
社
能
登
町
ふ
れ
あ
い
公
社
が
柳

田
食
産
株
式
会
社
の
事
業
を
継
承
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
を
出
資
い
た
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
対
策
事
業
」
に

お
い
て
、
農
林
産
物
総
合
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
し
た
設
備
を
更
新
し
ま
す
。

　
「
農
地
保
全
対
策
支
援
事
業
」
で
は
、
対

象
と
な
る
農
業
用
機
械
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
認
定
新
規
就
農
者
等
へ
の
助
成
率
を
拡

充
す
る
こ
と
で
、
農
地
の
保
全
と
担
い
手
確

保
を
図
り
ま
す
。

　
「
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事
業
」
で
は
、

農
家
民
宿
が
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施

設
整
備
に
対
し
て
助
成
を
し
、
農
家
民
宿
の

高
齢
化
に
よ
る
減
少
を
防
ぎ
ま
す
。

　
「
県
営
ほ
場
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

継
続
４
地
区
の
負
担
金
を
増
額
計
上
す
る
ほ

か
、
新
規
２
地
区
に
つ
い
て
、
採
択
関
連
経

費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
対
策
と
し
て
「
漁
船
特
殊
保

険
加
入
支
援
事
業
」、「
大
和
堆
漁
場
保
全
緊

急
対
策
事
業
」
及
び
「
イ
カ
釣
り
船
団
応
援

事
業
」
で
は
、
ミ
サ
イ
ル
問
題
や
違
法
操
業

に
よ
り
危
機
的
状
況
に
あ
る
中
型
イ
カ
釣
り

船
団
を
支
援
す
る
も
の
で
、
特
殊
保
険
加
入

へ
の
助
成
及
び
陳
情
等
に
か
か
る
経
費
の
補

助
並
び
に
、
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
、
船
団
に
対
し
て

能
登
町
産
米
や
船
凍
イ
カ
専
用
箱
の
支
援
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
「
観
光
物
産
模
型
制
作
事
業
」
で
は
、
寒

ぶ
り
と
寒
ぶ
り
料
理
の
模
型
を
制
作
し
、
の

と
里
山
空
港
荷
物
受
取
所
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ

ル
で
、
町
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
民
間
宿
泊
施
設
魅
力
向
上
支
援
事
業
」

で
は
、
民
間
宿
泊
施
設
の
設
備
投
資
に
対
し

て
助
成
を
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
す
る
観
光

客
ニ
ー
ズ
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
「
観
光
施
設
管
理
費
」
で
は
、
九
十
九
湾

で
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
遊
覧
船
を
整
備

す
る
ほ
か
、国
民
宿
舎「
う
し
つ
荘
」及
び「
や

な
ぎ
だ
荘
」
の
一
部
を
洋
室
化
し
、
宿
泊
客

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

　
「
非
常
備
消
防
費
」
で
は
、
消
防
団
員
報

酬
の
見
直
し
を
図
っ
た
ほ
か
、
消
防
団
員
の

準
中
型
免
許
取
得
へ
の
助
成
等
を
実
施
し
、

消
防
団
員
確
保
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

「
防
災
総
務
費
」
で
は
、
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
た
め
に
、
引
き
続
き
防
災
士
や
自
主

防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
、
防
災
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
「
能
登
町
ふ
れ
あ
い
公
社
出
資
金
」
で
は
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
事
業
の
更
な
る
振
興
に
向
け

施 政 方 針
平成 30 年度

施 政 方 針
平成 30 年度

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た

し
ご
と
づ
く
り

　
「
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
」
で
は
、
65

歳
以
上
の
対
象
者
の
助
成
金
に
つ
い
て
、
町

内
医
療
機
関
に
限
り
自
動
償
還
払
い
と
し
、

窓
口
申
請
手
続
等
を
簡
略
化
し
ま
す
。

　
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業
」
で
は
、
新

た
に
１
事
業
者
が
参
入
予
定
で
あ
り
、
１
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
な
ど
、
必
要
な
方
に

に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
い

た
し
ま
す
。

「
学
童
保
育
事
業
」
で
は
、鵜
川
地
区
に
「
く

ぬ
ぎ
学
童
ク
ラ
ブ
」
を
再
開
設
し
、
児
童
の

健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
「
公
立
認
定
こ
ど
も
園
運
営
費
」
で
は
、

施
設
の
改
修
等
に
よ
り
子
育
て
環
境
の
充
実

を
図
る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
、
非
常
通
報
装
置
の
更
新
を
予
算
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
母
子
保
健
推
進
事
業
」
で
は
、
特
定
不

妊
治
療
の
助
成
を
、
７
回
目
以
降
に
つ
い
て

は
町
単
独
で
助
成
い
た
し
ま
す
。

　
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
」
で
は
、

新
た
に
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
自
慢
料
理
レ
シ
ピ
を
制
作
し
、
食

育
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
た
に
小
木
支
所
・
鵜

川
支
所
で
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
に
加
え
て
、
国
の
地
域
力

創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
、
魅
力

化
事
業
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
引
き
続
き
鳳

雛
塾
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
「
海
洋
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

で
は
、
金
沢
大
学
海
洋
生
物
資
源
コ
ー
ス
の

研
究
拠
点
と
し
て
越
坂
地
内
に
研
究
施
設
を

整
備
す
る
も
の
で
、
海
洋
深
層
水
を
活
用
し

た
養
殖
技
術
の
研
究
な
ど
新
産
業
の
育
成
や

交
流
人
口
の
拡
大
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
整
備
事
業
」
で
は
、
ド

ブ
ネ
３
艘
の
搬
入
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

４
月
に
仮
オ
ー
プ
ン
を
行
い
、
ド
ブ
ネ
や
操

船
具
類
の
保
存
修
理
の
様
子
が
見
学
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
中
谷
家
住
宅
保
存
活
用
事
業
」
で
は
、

県
指
定
文
化
財
で
あ
り
ま
す
、
黒
川
の
「
中

谷
家
」
の
測
量
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
「
ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業
」
は
、
当

町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生
を
目
指
し
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
ア
ス

リ
ー
ト
を
引
き
続
き
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
「
定
住
促
進
事
業
」
で
は
、
定
住
促
進
協

議
会
に
お
い
て
引
き
続
き
移
住
・
定
住
の
促

進
を
図
る
ほ
か
、
新
年
度
か
ら
は
若
年
層
や

家
族
層
の
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
を
促
進
す
る
施
策

を
進
め
ま
す
。

　
「（
仮
称
）
の
と
未
来
会
議
」
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
実
施
す

る
た
め
、
若
者
が
集
い
、
学
び
な
が
ら
能
登

町
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
を
つ
く
り

ま
す
。

　
「
集
会
所
整
備
事
業
」
で
は
、
内
浦
長
尾

地
区
に
お
い
て
、
新
た
に
集
会
所
を
整
備
い

た
し
ま
す
。

　　
「
新
統
合
庁
舎
整
備
事
業
」
及
び
「
総
合

支
所
整
備
事
業
」
に
お
い
て
、
庁
舎
建
設
工

事
の
進
捗
を
図
り
、
平
成
31
年
度
完
成
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
度
か
ら
公
金

の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
実
施
す
る
た
め
、「
奥

能
登
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金
」
に
、
シ
ス

テ
ム
改
修
に
か
か
る
所
要
経
費
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
で
あ
り
ま
す

が
、
一
般
会
計
が
前
年
度
比
21
・
1
㌫
増

の
１
７
８
億
７
３
０
０
万
円
。
特
別
会
計

の
合
計
が
、
前
年
度
比
7
・
0
㌫
減
の

４
６
５
９
万
円
。
事
業
会
計
の
合
計
が
、
前

年
度
比
２
・
８
㌫
増
の
44
億
２
４
３
５
万

円
。
総
合
計
は
、
10
・
2
㌫
増
の

２
９
２
億
４
３
９
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

新
庁
舎
、総
合
支
所
や
観
光
交
流
施
設「
イ

カ
の
駅
」、
海
洋
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
整

備
な
ど
、
平
成
30
年
度
は
今
後
の
能
登
町
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
節
目
の
年
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
型
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
、
町
民
や
議
会
の
皆
様
に
情
報
を
お

示
し
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
を
進

め
、
能
登
町
発
展
の
た
め
、
取
り
組
み
に

邁ま
い
し
ん進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を

持
て
る
人
づ
く
り

⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び

ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

⑥
地
域
の
絆
を
深
め

　

住
み
続
け
た
く
な
る

　

ま
ち
づ
く
り

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と

　

情
報
の
共
有
に
よ
っ
て

　

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
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住
民
混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス　

当
目
地
区
ま
で

運
行
区
域
を
拡
大
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
「
北
河
内
線
」
を
「
柳
田
線
」
と
名
称
変
更
し
、
当
目

地
区
ま
で
区
域
を
拡
大
し
て
運
行
し
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
際
は
ご
確
認

の
う
え
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

運
行
時
間
や
料
金
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

北
河
内
線 

→ 

柳
田
線

名
称

変
更

柳
田
体
育
館

笹
ゆ
り
荘

柳
田
バ
ス
停 

は
な
や
ス
ト
ア
ー 

向
口
商
店

下
河
内

上
河
内

岩
井
戸

当
目

極
楽
寺

兜
地

尻
田
谷
内

平成 30 年 4 月 1 日から

3 月 31 日まで

回数券を販売します
　4 月 1 日から住民混乗スクールバスの乗降料金を回数券でも
支払うことができるようになりました。
　11 枚綴りを 10 枚分の料金で購入できますので、お買い求め
ください。なお、各回数券は１枚ずつでの購入はできませんの
でご留意ください。

種　　類：50 円券、100 円券、200 円券、300 円券
販売時間：平日の 8 時 30 分から 17 時 15 分まで
販売場所：役場柳田庁舎

議
会

第
２
回
能
登
町
議
会
３
月
定
例
会
議
は
、

３
月
６
日
に
開
会
し
３
月
15
日
ま
で
の

10
日
間
と
会
期
を
定
め
、
平
成
30
年
度
能
登
町

一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
関
係
20
件
、
一
般
議

案
28
件
が
上
程
さ
れ
、
持
木
町
長
が
提
案
理
由

を
述
べ
、各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
採
決
で
、
議
案
48
件
は
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
継
続
審
査
に
な
っ
て

い
た
請
願
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

追
加
議
案
と
し
て
人
事
案
件
２
件
が
上
程
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
意
見
書
２
件
及
び
議
会
提
出
議
案
１

件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
50
件

○
可
決
さ
れ
た
平
成
30
年
度
予
算

一
般
会
計
／
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
／
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
／
介
護
保
険
特
別
会
計

／
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
／
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
／
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
／
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
／
水

道
事
業
会
計
／
病
院
事
業
会
計

○
可
決
さ
れ
た
平
成
29
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
６
号
）
／
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
第
３
号
）
／
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計（
第
２
号
）／
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

／
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）
／

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）
／

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）
／

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

／
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）
／
病
院
事
業
会

計
予
算
（
第
２
号
）

・
能
登
町
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て

・
能
登
町
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
総
合
支
所
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て

・
能
登
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
立
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
能
登
内
浦
の
ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
条
例
の
制
定
に

　

つ
い
て

・
能
登
町
真
脇
遺
跡
縄
文
館
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
の
た
め

　

の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

　

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に

　

お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
の
た

　

め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

　

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

　

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

　

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定

　

に
関
し
必
要
な
事
項
並
び
に
指
定
介
護
予
防

　

支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

　

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

　

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

・
能
登
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

　

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
農
林
水
産
物
加
工
開
発
セ
ン
タ
ー
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
体
験
交
流
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

　

の
策
定
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

　

の
変
更
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
能
登
町
農
林
産
物
総
合
セ
ン
タ
ー)

・
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て(

平
成
29
年
度

　

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業
能
登
町
内

　

浦
第
二
体
育
館
防
災
対
策
工
事(

建
築))

・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　

選
任
に
つ
い
て(

池
岸
雅
弘
氏
＝
宇
出
津)

・
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

(

一
谷
美
枝
子
氏
＝
鵜
川)

■
可
決
さ
れ
た
意
見
書
：
２
件

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
及
び
そ
の
円
滑
な

　

施
行
を
求
め
る
意
見
書

・
所
有
者
不
明
の
土
地
利
用
を
求
め
る
意
見
書

■
可
決
さ
れ
た
議
会
提
出
議
案
：
１
件

・
能
登
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

■
採
択
さ
れ
た
請
願
：
１
件

・「
柳
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」　

　

の
建
設
に
関
す
る
請
願
書

平
成
30
年
第
１
回
能
登
町
議
会
２
月
会
議

は
、
２
月
26
日
に
開
会
し
、
１
日
間
と

会
期
を
定
め
、
請
負
契
約
締
結
に
係
る
議
案
１

件
が
上
程
さ
れ
、
持
木
町
長
が
提
案
理
由
を
述

べ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
１
件

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
29
年
度
海

洋
教
育
研
究
施
設
建
設
に
伴
う
建
物
解
体
工
事
）

第 1 回  2 月会議
◆

第 2 回  3 月定例会議

平成 30 年

　0809_NOTO＋2018.4

日時　5 月 6 日㊐　受付 7:30 ～ 8:30

会場　柳田運動公園（柳田体育館・野球場周辺）

種目　　○歩こうの部…せせらぎコース 6ｋｍ
　　　　　　　　　　　   やませみコース 10ｋｍ
　　　　　　　　　　　   健脚猿鬼コース 16ｋｍ
　　　　   ○走ろうの部…エントリーは終了しています。

参加費　1,500 円
　　　　　※町内の小中学生無料。どなたでも参加できます。

申込　　当日大会場でお申し込みください。
　　　　　問猿鬼歩こう走ろう健康大会事務局
　　　　　　　（教育委員会事務局内）☎ 72-2509　FAX 72-2393

第32回

猿鬼 歩こう走ろう
　　　　　　　健康大会

深紅の花「のとキリシマツツジ」を愛でながら！！

ゲスト 
元マラソンランナー、100 ｋｍ
ロードウルトラマラソン世界
記録保持者

安部友恵さん

歩こうの部は当日参加可
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◆経常収支比率
▲実質公債費比率

　平成 30 年度当初予算は、27 年度に策定し
た第 2 次総合計画に掲げた「町民が自信と
誇りが持てる町づくり」を目指し、観光交流
人口の拡大や防災力の強化、一次産業の活性
化等、能登町創生をさらに推し進める予算と
なっています。
　一般会計で 31 億 1,000 万円増（21.1% 増）
の総額 178 億 7,300 万円（うち新統合庁舎
および総合支所に関する予算額は 25 億 1,210
万円）となりました。

歳入では、町税が前年度並みの 16億
1,815 万円を見込んでいます。

　歳入全体の約 40％を占める地方交付税に
ついては、合併算定替の縮減により、前年度
比 1 億 3,900 万円減の 70 億 2,000 万円を
見込んでいます。
　使用料及び手数料については、インター
ネット使用料や住宅使用料が増加したことに
より、63万円増の 3億 6,341 万円を見込ん
でいます。
　国庫支出金・県支出金については、社会保
障・税番号制制度システム整備事業や都市計
画事業などの増により、1,177 万円増の合計
17億 7,938 万円を見込んでいます。
　寄付金は、ふるさと能登町応援寄附金（ふ
るさと納税）など、　前年度並みの 2億 10
万円を見込んでいます。
　繰入金は、庁舎建設基金や減債基金など

の繰入により、12 億 4,629 万円増の 13 億
6,654 万円となりました。
　町債においては、新統合庁舎整備事業や海
洋教育センター整備事業、県営ほ場整備事
業などにより、19 億 5,280 万円増の 47 億
4,950 万円となりました。

歳出では、人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が総額 62億 8,872

万円となり全体の約 35％を占めました。そ
のうち人件費については、消防団員報酬見
直しなどにより 3,964 万円増の 20億 7,591
万円となっています。
　公債費は、地方債残高を減少させるための
繰上償還金 9億 1,229 万円を見込むなど、6
億 8,326 万円増の 30 億 9,050 万円となり
ました。
　普通建設事業費は、衛生センター施設改良
事業や小間生公民館整備事業が終了しました
が、新統合庁舎整備事業や海洋教育センター
整備事業、小木地区都市再生整備事業などに
より、前年度比 23 億 5,298 万円増の 52 億
2,262 万円となりました。
　物件費や補助費等を含む消費的経費は、ま
ちなか鳳雛塾運営や遊休施設の解体などによ
る物件費の増、民間宿泊施設魅力向上支援事
業やイカ釣り船団応援事業による補助費の増
などにより、前年度より 5,788 万円増の総
額 63億 2,939 万円となりました。

【
歳
入
】

自
主
財
源
…
町
税
、分
担
金
及
び
負

担
金
、使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、

繰
入
金
、諸
収
入
な
ど
自
主
的
に
収

入
し
う
る
財
源

依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、国
庫
支

出
金
、県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地

方
債
な
ど
、国
や
県
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

町
税
…
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

繰
入
金
…
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金 

諸
収
入
…
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の

収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
…
地
域
間
の
税
源
の
不

均
衡
を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公

共
団
体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、国
が
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財

源
と
し
て
配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
…
各
種
事

業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど

町
債
…
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

【
歳
出
】

人
件
費
…
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報

酬
、特
別
職
給
与
、非
常
勤
含
む
職
員

給
な
ど

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と

し
て
、生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、

老
人
福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
、

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ

る
経
費
や
各
種
扶
助
の
経
費

公
債
費
…
町
債
の
元
利
償
還
金
及
び

一
時
借
入
金
の
利
息
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
、学
校
な

ど
公
共
用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設

事
業
に
要
す
る
経
費

物
件
費
…
需
用
費（
消
耗
品
等
）、役

務
費（
郵
便
料
等
）、委
託
料
、賃
借

料
、備
品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
…
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

や
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
、宇
出
津

病
院
へ
の
負
担
金
な
ど

繰
出
金
…
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま

た
は
、特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ

れ
る
経
費
。

【
財
政
指
数
等
】

基
金
…
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金

を
積
み
立
て
た
り
、定
額
の
資
金
を

運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
資
金

ま
た
は
財
産

経
常
収
支
比
率
…
財
政
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。数
値
が
低
い
ほ
ど
自
由

に
使
え
る
お
金
が
多
い
。

実
質
公
債
費
比
率
…
普
通
会
計
に
企

業
会
計
や
一
部
事
務
組
合
も
含
め
た

実
質
的
な
公
債
費
へ
の
財
政
負
担
の

程
度
を
示
す
指
標
。

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

20

80

100

120
％

◆

▲178億7,  300万円
一般会計予算

歳入歳出（性質別）

歳出（目的別）

（前年度比 31 億 1,000 万円増）

◆地方債残高
区分 平成 29 年度末（見込） 平成 30 年度（見込）

一般会計 　　216 億 6341 万 6 千円 　　234 億 4404 万 6 千円
特別会計 　　085 億 7445 万 7 千円 　　082 億 5186 万 1 千円
企業会計 　　 47 億 6356 万 6 千円 　　 45 億 9037 万 2 千円

計 　　350 億 0143 万 9 千円 　　362 億 8627 万 9 千円
※簡易水道特別会計分の地方債残高は、特別会計より企業会計に移管

◆基金総額
区分 平成 29 年度末（見込） 平成 30 年度（見込）

一般会計 　　  71 億 6052 万 9 千円 　　 58 億 5709 万 3 千円

◆財政指標の推移

H26 H27

町税
16億1815万1千円（9.1％）

使用料及び手数料
3億6341万1千円（2.0％）

諸収入・その他
3億389万8千円

（1.7％）地方交付税
70億2000万円

（39.3％）
国庫支出金
11億2091万3千円（6.3％）

県支出金
6億5846万9千円

（3.7%）

町債
47億4950万円

（26.6%）

その他
5840万円（0.2%）

分担金及び負担金
1億4231万9千円

（0.8％）

繰入金
13億6653万9千
円（7.7％）地方譲与税

1億5980万円（0.9％）

地方消費税交付金
3億1160万円（1.7％）

依存財源
（78.7%）

自主財源
（21.3%）

人件費
20億7590万9千円

（11.6％） 扶助費
11億2231万3千円

（6.3％）

公債費
30億9049万6千円

（17.3％）

普通建設事業費
52億2261万7千円

（29.2％）
災害復旧事業費
227万2千円（0.0％）

物件費
18億9055万7千円

（10.6％）

維持補修費
2億8410万1千円

（1.6％）

補助費等
22億4221万3千円

（12.5%）

積立金
6310万1千円

（0.4%）

繰出金
16億8556万6千円

（9.4%）

その他
3324万円（0.2%）

義務的
経費

（35.2%）
投資的
経費

（29.2%）

消費的
経費

（35.4%）

投資及び出資金
1億6061万5千円

（0.9%）

総務費
48億6838万9千円

（27.2％）

民生費
28億3368万9千円

（15.9％）

衛生費
15億9259万4千円

（8.9％）
労働費
3480万1千円

（0.2％）

農林水産業費
10億3874万4千円

（5.8％）

商工費
3億9258万7千円

（2.2％）

土木費
22億2323万6千円

（12.4％）消防費
6億2054万9千円

（3.5％）

教育費
10億3637万8千円

（5.8％）

公債費
30億9049万6千円

（17.3％）

災害復旧費
227万2千円

（0.0％）

議会費
1億926万4千円

（0.6％）

その他
3000万1千円

（0.2％）

◆ ◆ ◆
◆

99.7 95.4 94.1
87.4 89.5

◆
87.8

◆
87.3

◆
86.8

◆
86.6

H28

▲
21.1

▲ ▲ ▲ ▲ ▲
19.2 18.9 17.9 17.0

15.7 14.5
▲

12.4 ▲
10.3

▲
9.7

▲
10.0 

◆
91.7

H29
見込
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会
計
別
予
算
と

主
要
施
策

①
自
然
環
境
と
の
絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
誰
も
が
住
み
た
い
と
感
じ
る  

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

３
，
５
２
０
千
円

▽
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

い
る
「
能
登
の
里
山
里
海
」
を
保

全
し
、
自
然
と
調
和
し
た
循
環
型

社
会
を
目
指
す
。
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
、
住
宅
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
を

継
続

除
雪
対
策
事
業

１
６
８
，
８
８
３
千
円

▽
町
道
除
雪
費
、
町
道
除
雪
協
力

業
者
除
雪
機
械
購
入
補
助
、
除
雪

ド
ー
ザ
ー
１
台
増
強

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

３
３
４
，
２
４
５
千
円

▽
改
築
４
路
線
、
交
通
安
全
３
路

線
、
橋
り
ょ
う
補
修
3
橋
、
落
石

対
策
1
路
線
、
消
雪
1
路
線
、
橋

り
ょ
う
定
期
点
検
、
ト
ン
ネ
ル
補

修
、
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
１
台
購
入

地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
事
業

２
７
１
，
４
０
０
千
円

▽
改
築
９
路
線
、
側
溝
改
修
８
路

線
、
舗
装
改
修
９
路
線

駅
山
手
線
街
路
整
備
事
業

１
３
０
，
５
１
０
千
円

▽
市
街
地
の
回
遊
性
向
上
を
図
る

た
め
、
街
路
整
備
を
継
続

小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
事
業

６
１
７
，
２
７
２
千
円

▽
道
路
改
良
の
ほ
か
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
、
観
光
交
流
施
設
を
整

備
。「
イ
カ
の
ま
ち
小
木
」
の
発

信
に
よ
り
交
流
人
口
を
呼
び
込

み
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
事
業

２
８
，
７
１
１
千
円

▽
羽
田
空
港
で
の
乗
継
助
成
を
引

き
続
き
実
施
し
、
町
民
の
搭
乗
率

向
上
を
図
る
。

非
常
備
消
防
費５

３
，
７
８
１
千
円

▽
消
防
団
員
の
準
中
型
免
許
取
得

へ
の
助
成
等
を
実
施
し
、
消
防
団

員
確
保
対
策
を
強
化
。
報
酬
の
見

直
し
を
図
り
作
業
環
境
を
整
備

防
災
総
務
費

２
４
，
０
４
８
千
円

▽
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
防

災
士
と
自
主
防
災
組
織
を
育
成
。

災
害
支
援
車
両
を
導
入
す
る
な
ど

防
災
体
制
を
強
化

へ
の
助
成
率
を
拡
充
す
る
こ
と

で
、
農
地
の
保
全
と
担
い
手
確
保

を
図
る
。

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事
業

１
，
８
３
８
千
円

▽
高
齢
化
に
よ
る
農
家
民
宿
数
の

自
然
減
を
抑
え
つ
つ
、
個
人
や
外

国
人
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

施
設
整
備
に
対
し
て
補
助
す
る
。

県
営
ほ
場
整
備
事
業

１
９
４
，
７
６
８
千
円

▽
「
柳
田
中
央
」「
五
十
里
・
黒

川
」「
柳
田
南
部
」「
寺
五
」「
天
坂
・

久
田
」「
柳
田
中
央
第
2
地
区
」

の
６
地
区
で
ほ
場
整
備
を
継
続
す

る
。

漁
船
特
殊
保
険
加
入
支
援
事
業

5
０
０
千
円

▽
戦
乱
等
特
約
に
加
入
し
た
中
型

イ
カ
釣
り
船
に
対
す
る
保
険
料
を

助
成

大
和
堆
漁
場
保
全
緊
急
対
策
事
業

１
，
０
０
０
千
円

▽
大
和
堆
漁
場
保
全
の
た
め
に
必

要
な
陳
情
旅
費
等
の
経
費
を
補
助

イ
カ
釣
り
船
団
応
援
事
業

１
，
5
０
０
千
円

▽
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、
中
型
イ

カ
釣
り
船
団
に
対
し
て
町
産
の
米

や
船
凍
イ
カ
専
用
箱
を
支
援

観
光
物
産
模
型
制
作
事
業

１
，
０
０
０
千
円

▽
の
と
里
山
空
港
に
お
い
て
、
荷

物
受
取
所
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
に

の
と
寒
ぶ
り
や
寒
ぶ
り
料
理
な
ど

特
産
品
等
の
模
型
を
流
し
、
観
光

ｐ
Ｒ
を
実
施

民
間
宿
泊
施
設
魅
力
向
上
支
援
事
業

１
２
，
０
０
０
千
円

▽
多
様
化
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
民
宿
な
ど
を
営

ん
で
い
る
人
、
営
も
う
と
す
る
人

の
設
備
投
資
に
対
し
て
３
０
０
万

円
を
上
限
に
補
助

観
光
施
設
管
理
費

１
０
９
，
６
０
２
千
円

▽
国
民
宿
舎
「
う
し
つ
荘
」「
や

な
ぎ
だ
荘
」の
一
部
を
洋
室
化
し
、

能
登
町
ふ
れ
あ
い
公
社
出
資
金

５
０
，
０
０
０
千
円

▽
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
事
業
の
更
な
る

振
興
に
向
け
て
、
株
式
会
社
能
登

町
ふ
れ
あ
い
公
社
が
柳
田
食
産
株

式
会
社
の
事
業
を
継
承
し
て
い
く

た
め
、
必
要
な
資
金
を
出
資

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
対
策
事
業

２
９
，
３
６
５
千
円

▽
プ
レ
ハ
ブ
冷
蔵
庫
入
れ
替
え
な

ど
農
林
産
物
総
合
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
し
た
設
備
を
更
新

農
地
保
全
対
策
支
援
事
業

８
，
０
０
０
千
円

▽
農
業
用
機
械
取
得
補
助
…
対
象

と
な
る
農
業
用
機
械
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
認
定
新
規
就
農
者
等

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
し
ご
と
づ
く
り

多
様
化
す
る
宿
泊
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
。
▽
九
十
九
湾
で
運
行
予

定
の
遊
覧
船
を
整
備

区分 予算額 増減
一般会計　　　　　① 178億7300万円 21.1％

特別会計　　　　　② 069億4659万円 △7.0％

国民健康保険 026億4809万5千円 △13.9％

保険事業勘定 026億4253万9千円 △13.9％

直営診療施設勘定 000億0555万6千円 △13.8％

後期高齢者医療 003億1633万2千円 9.1％

介護保険 027億7663万7千円 △5.9％

保険事業勘定 027億6390万1千円 △5.7％

サービス事業勘定 000億1273万6千円 △39.1％

公共下水道事業 006億4787万8千円 3.7％

農業集落排水事業 004億3298万8千円 4.2％

漁業集落排水事業 000億4857万6千円 10.5％

浄化槽整備推進事業 000億7608万4千円 3.2％

企業会計　　　　　③  44 億 2435 万円 2.8％

水道事業会計 013億7863万2千円 5.5％

収益的支出 007億1651万円 0.1％

資本的支出 006億6212万2千円 12.1％

病院事業会計 030億4571万8千円 1.7％

収益的支出 026億4398万6千円 2.0％

資本的支出 004億173万2千円 △0.2％

①②③合計 292億4394万円 10.2％

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を
持
て
る
人
づ
く
り

障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

８
１
，
４
１
７
千
円

▽
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
…
窓

口
申
請
手
続
き
を
簡
略
化
。
65
歳

以
上
の
対
象
者
の
助
成
金
に
つ
い

て
町
内
医
療
機
関
に
限
り
自
動
償

環
と
す
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業

１
６
，
０
０
０
千
円

▽
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
世
帯
を
対

象
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
週
２
回
提
供
す
る
ほ
か
安

否
確
認
を
行
う
。

学
童
保
育
事
業２

５
，
４
３
１
千
円

▽
「
く
ぬ
ぎ
学
童
ク
ラ
ブ
」
を
再

開
設
し
学
童
施
設
が
4
か
所
に
。

児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
。

公
立
認
定
こ
ど
も
園
運
営
費

１
1
３
，
３
６
６
千
円

▽
し
ら
さ
ぎ
、
ひ
ば
り
、
鵜
川
の

3
園
の
非
常
通
報
装
置
を
更
新
し

子
ど
も
の
安
全
を
図
る
ほ
か
、
園

庭
な
ど
の
保
育
施
設
を
改
修
し
、

子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
。

母
子
保
健
推
進
事
業

１
３
，
６
５
５
千
円

▽
特
定
不
妊
治
療
助
成
を
充
実
さ

せ
、
40
歳
未
満
の
方
の
7
回
目
以

降
の
治
療
費
を
町
単
独
で
助
成
す

る
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業

２
，
９
８
３
千
円

▽
産
婦
へ
の
助
産
師
な
ど
に
よ
る

訪
問
型
ケ
ア
「
産
後
ケ
ア
事
業
」

を
新
た
に
実
施
す
る
ほ
か
、
ふ
る

さ
と
自
慢
料
理
レ
シ
ピ
を
を
制
作

し
食
育
を
推
進
。
赤
ち
ゃ
ん
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
新
た
に
２
ヶ
所
新

設
す
る
。
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⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び
、
ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、

　

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業

４
３
，
０
４
５
千
円

▽
制
服
購
入
や
通
学
補
助
な
ど
こ

れ
ま
で
の
支
援
に
加
え
、
国
の
地

域
力
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

活
用
し
事
業
の
充
実
を
図
る

海
洋
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

5
０
５
，
５
６
７
千
円

▽
金
沢
大
学
海
洋
生
物
資
源
コ
ー

ス
の
研
究
拠
点
と
し
て
、
越
坂
地

内
に
研
究
棟
や
海
水
取
水
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
。

ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
整
備
事
業

９
，
７
２
４
千
円

▽
操
船
具
類
13
点
の
保
存
修
理
を

実
施

中
谷
家
住
宅
保
存
活
用
事
業

３
，
８
４
３
千
円

▽
県
指
定
文
化
財
の
中
谷
家
住
宅

の
保
存
、
活
用
の
た
め
の
調
査
な

ど
実
施
す
る
。

ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業

5
０
０
千
円

▽
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生

を
目
指
し
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

ア
ス
リ
ー
ト
を
引
き
続
き
支
援
す

る

定
住
促
進
事
業３

１
，
３
０
９
千
円

▽
移
住
希
望
者
の
窓
口
で
あ
る
定

住
促
進
協
議
会
を
引
き
続
き
設

置
。
移
住
者
の
新
築
住
宅
購
入
の

助
成
金
額
の
拡
充
や
実
家
等
改
築

で
の
補
助
率
を
拡
充
し
定
住
者
増

を
目
指
す

定
住
促
進
助
成
金１

，
０
０
０
千
円

▽
助
成
対
象
者
を
公
務
員
以
外
に

拡
充
。
新
規
学
卒
者
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
な
ど
が
町
内
企
業
等
に
雇
用

さ
れ
た
場
合
、
申
請
年
と
翌
年
の

2
カ
年
、
各
5
万
円
を
助
成

（
仮
称
）
の
と
未
来
会
議９

１
１
千
円

▽
講
師
を
招
き
次
代
を
担
う
若
手

の
人
材
を
育
成
。
未
来
の
町
を
つ

く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
、
実

施
す
る

内
浦
長
尾
集
会
所
整
備
事
業

４
７
，
８
７
４
千
円

▽
内
浦
長
尾
地
区
に
集
会
所
を
整
備

議
会
広
報
発
行
費１

，
４
９
４
千
円

▽
議
会
だ
よ
り
発
行
費
用
。
12
頁

か
ら
16
頁
に
紙
面
を
拡
充

新
統
合
庁
舎
整
備
事
業

１
，
８
７
０
，
２
５
６
千
円

▽
工
事
請
負
費
、庁
舎
備
品
整
理
・

移
転
計
画
策
定
費
な
ど
。
平
成
31

年
11
月
竣
工
を
目
指
す

柳
田
総
合
支
所
整
備
事
業

２
３
８
，
１
６
７
千
円

▽
支
所
建
築
工
事
費
な
ど
。
現
庁

舎
後
方
の
庁
舎
倉
庫
を
一
部
解
体

し
て
建
築
予
定
。
ま
た
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
の
改
修
も
実
施

⑥
地
域
の
絆
を
深
め
、
住
み
続       

　

け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

内
浦
総
合
支
所
整
備
事
業

４
２
８
，
３
１
４
千
円

▽
支
所
建
築
工
事
費
な
ど
。
内
浦

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
解
体
し
、
松
波

公
民
館
と
合
築
し
た
内
浦
総
合
支

所
を
建
築

奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金

１
０
１
，
４
３
６
千
円

▽
コ
ン
ビ
ニ
収
納
対
応
へ
の
シ
ス

テ
ム
改
修
費
用

　飼い主には、法律により犬の登録が義務づけられています。
町内を巡回し、犬の登録事務と狂犬病予防接種をしますので、
最寄りの会場で受けてください。

問住民課（環境対策）☎ 62-8507

　 注射会場に持参するもの
登録済みの犬

・案内はがき…4 月上旬に送付し　
ますので、押印してお持ちください。

・注射代金…1 頭につき 3,100 円
新規登録の犬

・印鑑
・登録料…1 頭につき 3,000 円
・注射料金…1 頭につき 3,100 円
その他

・多少天候が悪くても実施します。
時間厳守でお集まりください。

・犬の健康状態が良くない場合は、
注射前に受付係員に申し出てくださ
い。

・お釣りがでないようにご協力くだ
さい。

　犬の登録について
登録条件
　生後 91 日以後の犬が対象です。
登録内容
　飼い主の住所・氏名、犬の種類・
名前・生年月日など。登録内容に変
更があったときも届出が必要です。

日　程 時　間 会　場

  4 月

19 日㊍

09:30 ～ 09:50 町立高倉公民館前
10:00 ～ 10:20 旧九十九湾小木駅駐車場
10:30 ～ 10:50 町立白丸公民館前
11:00 ～ 11:15 秋吉あまめはぎ公園
11:25 ～ 11:40 町立不動寺公民館前
13:20 ～ 13:30 小間生地区生活改善センター前
13:45 ～ 13:55 寺五地区生活改善センター前
14:00 ～ 14:15 おおぞら農協旧斉和支所前

20 日㊎

09:30 ～ 09:40 宮地生活改善センター前
09:50 ～ 10:05 旧瑞穂小・中学校前
10:10 ～ 10:20 町立鵜川公民館前
10:25 ～ 10:35 町立三波公民館前
10:40 ～ 10:50 藤波集会所前
10:55 ～ 11:15 上野喜八商店旧藤波給油所前
11:35 ～ 11:45 おおぞら農協旧神野事業所前
13:00 ～ 13:15 町立上町保育所横
13:25 ～ 13:45 柳田山村開発センター前
14:00 ～ 14:10 町立岩井戸公民館前

22 日㊐

09:30 ～ 09:50 柳田体育館前
10:10 ～ 10:40 町立松波公民館前
11:00 ～ 11:30 役場小木支所前
13:00 ～ 14:00 役場能都庁舎前

　 巡回日程表

　の登録・　　　    予防注射
狂犬病予防は飼い主の義務です

犬 狂犬病

工事中の統合庁舎

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
2月15日～3月14日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者
平成 29 年度　地方創生道整備推進交付金事業　町道 1 級
柳田国光 1 号線　道路改良工事（その 2）

柳田・国
光 建設課 12,636,000 円 ㈲吉田土建

平成 29 年度　社会資本整備総合交付金　小木地区都市再
生整備計画事業　地域交流センター　地質調査業務 小木 建設課 6,048,000 円 興信工業㈱

平成 29 年度　社会資本整備総合交付金事業　町道 1 級石
井鈴ヶ嶺 1 号線（寺地橋）　橋梁補修設計業務 石井 建設課 5,562,000 円 ナチュラルコン

サルタント㈱
平成 29 年度　生活基盤施設耐震化等交付金　水道施設等
耐震化事業　舗装本復旧工事（鵜川地内） 鵜川 上下水

道課 10,044,000 円 丸建道路㈱

平成 29 年度　社会資本整備総合交付金事業　町道内浦長
尾 1 号線　道路改良工事（舗装工） 内浦長尾 建設課 9,666,000 円 ㈱ソテック



助成対象者
　町内に住所を有する新規学卒者や住所を有して
から 1 年以内のＵターン者・Ｉターン者を雇用す
る町内に事業所を持つ企業・団体
助成条件
①雇用者を 1 年以上雇用する計画がある企業・団
体（交付は 7 カ月目から）
②雇用者の勤務地が町内であること
③雇用者が正社員と同等の雇用で、雇用保険適用・
社会保険、健康保険に加入していること
④対象労働者は 18 歳以上であること
助成金額　1 人につき、月額基本給の 1/3
　　　　　最大 5 万円× 6 カ月分

助成対象者
　Ｕターン者・Ｉターン者および新規学卒者で、町
内外に勤務している個人に対して、雇用され 1 年を
経過する人。ただし、公務員は対象外です。
助成条件
　定住促進緊急助成金の対象になってから 2 年以
上、町内に定住する意志のある人
助成金額 10 万円

（申請年度末 5 万円、翌年度末 5 万円）

Ｕ・Ｉターン者と新規学卒者の雇用確保のため、
給与の一部を助成し、定住を促進

助成条件
Ｕターン・Ｉターン者で、自らが定住すること
助成対象者　U・I ターン者
助成金額
①新築住宅助成金　最大 200 万円
②中古住宅改築助成金（購入して入居）

改築工事費の 1/2・最大 100 万円
③中古住宅改築助成金
　( 賃貸での入居）
　　改築工事費の 1/2・最大 50 万円
④実家等改築助成金
　　　　　改築工事費の 1/2・最大 50 万円
　その他、申請者を除く、転入する家族 1 人につき
助成金を 10 万円加算します。

補助条件
①新事業所等の開設に必要となる資金に充てるた
め、町内の金融機関から融資を受けること
②町に住所を有している人で、かつ、生活の実態
があること（見込みの者を含む）
補助金額
①「新事業所等の開設、拡充や拡大等に要する経
費の 1/2 に相当する額」または「融資額」のいず
れか少ない金額　最大 300 万円
②対象融資の利息の 1/2 に相当する額　最大 10
万円（利息補助期間は 3 年間、最大 30 万円）

発展性を持って創業・事業継承する人を応援

　　　

当
分
の
間
住
む
予
定
が
無
い
家
や
、

も
う
住
ま
な
い
の
で
売
り
た
い
家
を
お

持
ち
の
方
は
、
能
登
町
ふ
る
さ
と
空
き

家
情
報
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
能
登
町

へ
の
移
住
者
へ
家
を
貸
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
家
に
風
を
通
し
あ
な
た
の
大
切
な

財
産
で
あ
る
空
き
家
を
長
持
ち
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
家
に
荷
物
が
あ
る
か
ら
貸
せ
な
い
」

と
考
え
て
い
る
方
は
、
家
財
道
具
等
処

分
助
成
金
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
処

分
に
か
か
っ
た
費
用
の
2
分
の
1
以

内
、最
大
10
万
円
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

不
要
品
は
、
家
の
傷
み
の
発
見
を
遅
ら

せ
た
り
、
湿
気
を
蔓
延
さ
せ
木
材
の
老

朽
化
が
加
速
し
て
、
家
自
体
の
寿
命
を

縮
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

能
登
町
に
と
っ
て
人
口
減
少
は
、
深

刻
な
問
題
で
す
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
衰
退
さ
せ
、
生
活
に
必
要
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

に
な
り
、
暮
ら
し
全
般
が
不
便
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
私
た
ち
が
ず
っ
と

能
登
町
に
住
み
続
け
て
い
く
た
め
に
、

そ
し
て
あ
な
た
の
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る

さ
と
を
守
る
た
め
に
、
能
登
町
は
、
人

と
人
と
の
交
流
を
深
め
、
賑
わ
い
を
創

出
し
、
能
登
町
で
暮
ら
す
ひ
と
の
流
れ

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に

民
間
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
た
「
能
登
町

定
住
促
進
協
議
会
」
が
、
移
住
者
の
総

合
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
る
さ
と
振
興
課

　
　
　
　

☎
（
62
）
８
５
３
２

　

町
定
住
促
進
協
議
会

　
　
　
　

☎
（
62
）
０
２
６
０

　
「
家
が
古
い
か
ら
」「
長
く
は
貸
せ
な

い
か
ら
」
と
お
考
え
の
方
も
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

能
登
町
ふ
る
さ
と
空
き
家
情
報

　

http://notolife.com
/
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◆ふるさと定住住宅助成金
町内への定住・移住を促進し、地域活性化

◆創業・継承支援事業補助金

◆定住促進助成金◆雇用促進助成金

新築 200 万円
に拡大！

・地域資源活用ビジネス支援事業
補助対象者
　町に事業所等を有する個人・団体・中小企業
補助対象事業
①地域資源等を活用した特産品開発・販路開拓・
地域ブランドの創出支援
②地域資源等を活用した観光地・魅力拡大・観光
地づくり
補助金額
　補助対象経費の 2/3 以内・最大 50 万円
　　※能登町農林水産物加工開発センター利用
　　　加算あり（2/3 以内・最大 5 万円）

・地域資源活用ビジネス可能性
調査支援事業

補助対象者
　町に事業所等を有する個人・団体・中小企業
補助対象事業
　地域資源等を活用した新技術・新商品開発に向
けた可能性調査
補助金額
　最大 20 万円

公募期間
4 月 10 日㊋～ 5 月 10 日㊍まで

◆産業育成・活性化支援事業

地域資源を活用した事業や、独自性の高い
アイデアでの新しいビジネス展開を支援

◆
民
間
宿
泊
施
設
魅
力
向
上
支
援
事
業

新 制 度
　多様な宿泊ニーズに対応し、町
の魅力を高めようとする取組（宿
泊施設の改修などの設備投資）に
要する経費の一部を補助します。

補助対象者
　町内でホテル営業、旅館営業、簡易宿
所営業（民宿、ペンション、ユースホス
テルに限る）を営む者。
補助対象経費
①施設改修費
建物と一体となった建築工事・改装等

②備品購入費　※備品類は原則補助対象
外。ただし、事業で使うベッド、イス、テー
ブル、喫煙集塵脱臭機、食洗機は対象。
補助金額
　補助対象経費の 1/2・1 施設最大 300
万円（他補助金との重複は不可）
対象期間
　平成 30 年度から平成 32 年度（対象年
度内に工事着手または備品購入するもの）
その他
　工事契約や備品購入契約は町内の事業
者・店舗と行うこと。

（例）入浴施設整備、ボイラーや温泉用モー
ター、ろ過装置等の設備改修、トイレ洋
式化、洗面所や厨房等のリニューアル、
喫煙所空間整備、照明 LED 工事、外壁改修、
看板（英語・中国語表記必須）、客室改装、
昇降機、LAN 設備、Wifi 環境整備など

問ふるさと振興課☎（62）8532

ず
っ
と
能
登
町
に
住
み
続
け
る
た
め
に

空
き
家
情
報
に

登
録
し
ま
し
ょ
う
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■
課
長
級

▽
田
代
信
夫
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

長
兼
地
域
戦
略
推
進
室
長
）
▽
長

尾
淳
浩
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
藤

田
彦
人
（
住
民
課
長
）
▽
五
田
秀

綱
（
農
林
水
産
課
長
農
業
委
員
会

事
務
局
長
併
任
）▽
角
谷
重
弘（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▽
兄
後

修
一
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼

中
央
図
書
館
長
兼
コ
ン
セ
ー
ル
の

と
施
設
長
）

■
課
長
補
佐
級

▽
向
井
豊
人
（
総
務
課
長
補
佐
兼

危
機
管
理
室
長
兼
庁
舎
建
設
室
課

長
補
佐
）
▽
鏡
島
敏
雄
（
総
務
課

庁
舎
建
設
室
長
）▽
諸
角
勝
則（
企

画
財
政
課
長
補
佐
兼
総
務
課
庁
舎

建
設
室
課
長
補
佐
）
▽
中
橋
俊
紀

（
税
務
課
長
補
佐
）
▽
今
井
久
幸

（
監
理
課
長
補
佐
兼
総
務
課
庁
舎

建
設
室
課
長
補
佐
）
▽
小
川
勝
則

（
広
報
情
報
推
進
課
長
補
佐
兼
総

務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補
佐
）
▽

下
野
景
子
（
住
民
課
長
補
佐
兼
総

務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補
佐
）
▽

橋
本
直
博
（
住
民
課
長
補
佐
）
▽

大
鷲
久
仁
子
（
健
康
福
祉
課
長
補

佐
）
▽
本
谷
広
子
（
健
康
福
祉
課

長
補
佐
）
▽
吉
村
泰
輝
（
農
林
水

産
課
長
補
佐
）▽
福
田
す
み
子（
農

林
水
産
課
長
補
佐
）
▽
辻　

正
幸

（
農
林
水
産
課
長
補
佐
）
▽
垣
内

芳
明
（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）
▽

真
智
芳
郎（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）

▽
佐
藤
美
智
子
（
教
育
委
員
会
事

務
局
課
長
補
佐
）▽
石
崎
宏
子（
教

育
委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐
）
▽

室
石
英
明
（
教
育
委
員
会
事
務
局

課
長
補
佐（
柳
田
星
の
観
察
館「
満

天
星
」））
▽
打
合
い
ず
み
（
教
育

委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐
（
宇
出

津
公
民
館
））

■
主
幹
級

▽
浜
谷
真
由
美
（
議
会
事
務
局
主

幹
総
務
課
庁
舎
建
設
室
主
幹
併

任
）
▽
千
場
か
お
り
（
総
務
課
主

幹
）
▽
大
平
哲
也
（
総
務
課
主
幹

兼
危
機
管
理
室
主
幹
）
▽
八
幡
美

雪
（
総
務
課
主
幹
）
▽
槻　

泰
成

（
総
務
課
主
幹
兼
危
機
管
理
室
主

療
科
長
兼
透
析
室
長
兼
内
科
医

長
）
▽
中
川
慎
太
郎
（
医
局
長
兼

整
形
外
科
医
長
兼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
医
長
）
▽
瀬
戸
啓
太
郎

（
検
診
科
医
長
兼
外
科
医
長
）

■
医
療
技
師

▽
青
木
一
修（
臨
床
検
査
技
師
長
）

▽
洲
崎
久
美（
主
任
理
学
療
法
士
）

■
看
護
師

▽
中
町
律
子
（
総
看
護
師
長
）
▽

中
瀬
洋
子
（
副
総
看
護
師
長
）
▽

桶
谷
幸
子
（
副
総
看
護
師
長
）
▽

谷
内
ユ
リ
子
（
看
護
師
長
）
▽
宗

田
ま
ゆ
み
（
主
任
看
護
師
）
▽
日

吉
山
博
美
（
主
任
看
護
師
）

■
派
遣

▽
南
山
寛
幸
（
税
務
課
主
幹
（
奥

能
登
地
区
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

派
遣
））
▽
田
中
嘉
人
（
ふ
る
さ

と
振
興
課
係
長
（
宮
崎
県
小
林
市

派
遣
））
▽
岩
池
彩
海
（
総
務
課

主
事
（
石
川
県
総
務
部
市
町
支
援

課
派
遣
））

■
派
遣
更
新

▽
和
田
哲
也
（
住
民
課
係
長
（
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
期
間
更

新
））
▽
小
川
直
美
（
健
康
福
祉

課
主
幹
（
石
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
期
間
更
新
））

■
新
規
採
用

▽
斉
藤　

駿（
総
務
課
主
事
兼
危

機
管
理
室
主
事
）▽
成
山　

慧（
企

画
財
政
課
主
事
）
▽
堂
前
菜
々
加

（
健
康
福
祉
課
主
事
）
▽
橋
本
百

合（
健
康
福
祉
課
技
師
）
▽
奥
野

立
樹（
農
林
水
産
課
主
事
）
▽
田

口
莉
都（
教
育
委
員
会
事
務
局
学

芸
員（
柳
田
星
の
観
察
館「
満
天

星
」））
▽
石
渕
ひ
か
り（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
事
務
局
主
事
）
▽

谷
内
由
紀
子（
ひ
ば
り
保
育
所
保

育
士
）
▽
天
幸
佐
織（
柳
田
保
育

所
保
育
士
）
▽
東　

世
宗（
上
下

水
道
課
五
十
里
浄
水
場
労
務
職

員
）
▽
川
崎
裕
行（
小
木
中
学
校

校
務
員
）
▽
多
賀
史
晃（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
皮
膚
科
医
師
）
▽

谷
内
裕
輔（
同
小
児
科
医
師
）
▽

西
川　

諒（
同
内
科
医
師（
併
任
・

石
川
県
職
員
））
▽
山
本
怜
奈（
同

内
科
医
師
）
▽
杉
山　

絃（
同
内

科
医
師
）
▽
渡
来
未
佳
子（
同
臨

床
検
査
技
師
）▽
黒
﨑
恵
里
香（
同

看
護
師
）
▽
田
原
詩
織（
同
看
護

師
）
▽
酒
井
俊
太
郎（
同
看
護
師
）

■
勤
務
延
長
更
新

▽
滝
川　

豊（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
名
誉
院
長
兼
外
科
医
長
）

■
任
期
付
更
新

▽
小
森
和
俊
（
公
立
宇
出
津
総
合

幹
）
▽	

吉
田
真
紀
子
（
小
木
支

所
主
幹
）
▽
仲
谷　

宗
（
企
画
財

政
課
主
幹
兼
ふ
る
さ
と
振
興
課
地

域
戦
略
推
進
室
主
幹
）
▽
藤
谷
雅

美
（
税
務
課
主
幹
）
▽
小
原
信
幸

（
監
理
課
主
幹
兼
ふ
る
さ
と
振
興

課
地
域
戦
略
推
進
室
主
幹
）
▽
蒲

田
政
彦
（
住
民
課
主
幹
）
▽
川
口

陽
子
（
健
康
福
祉
課
主
幹
）
▽
大

鷲
陽
子
（
健
康
福
祉
課
主
幹
）
▽

平　

茂
之
（
建
設
課
主
幹
）
▽
吉

田
源
一
郎
（
ふ
る
さ
と
振
興
課 

地
域
戦
略
推
進
室
主
幹
（
定
住
促

進
協
議
会
事
務
局
長
併
任
））
▽

山
下
知
美
（
上
下
水
道
課
主
幹
）

▽
又
多
敏
晴
（
上
下
水
道
課
主
幹

（
内
浦
浄
水
場
））▽
大
倉
一
郎（
会

計
課
主
幹
）

■
係
長
級

▽
道
下
康
郎（
議
会
事
務
局
係
長
）

▽
坂
本
賢
太
郎
（
総
務
課
係
長
兼

危
機
管
理
室
係
長
）
▽
寺
川
和
美

（
総
務
課
係
長
）
▽
高
戸
直
美
（
鵜

川
支
所
係
長
）▽
下
谷
内
奈
緒（
税

務
課
係
長
）
▽
岩
住　

均
（
住
民

課
係
長
）
▽
山
本
真
理
子
（
住
民

課
係
長
）
▽
橋
本
信
康
（
住
民
課

係
長
）
▽
喜
多
隆
志
（
住
民
課
係

長
兼
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略

推
進
室
係
長
）
▽
濵
田
知
子
（
健

康
福
祉
課
係
長
）▽
時
長
弘
志（
建

設
課
係
長
）
▽
蔵
前
雅
子
（
ふ
る

さ
と
振
興
課
係
長
）
▽
灰
谷
貴
光

（
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略
推

進
室
係
長
（
定
住
促
進
協
議
会
事

務
局
併
任
））
▽
布
浦
洋
平
（
上

下
水
道
課
係
長
）

■
主
査
級

▽
千
徳　

博
（
総
務
課
秘
書
室
主

査
）
▽
玉
地
大
輔
（
企
画
財
政
課

主
査
）
▽
小
坂
陽
一
（
税
務
課
主

査
）
▽
蔦　

恵
一
（
税
務
課
主
査
）

▽
小
弥　

恵
（
住
民
課
主
査
（
多

目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
））
▽
河
端

逸
美
（
住
民
課
主
査
）
▽
高
山
智

美
（
住
民
課
主
査
）
▽
清
間　

洋

（
住
民
課
主
査
）
▽
安
田　

優
（
住

民
課
主
査
）
▽
出
村
光
里
（
健
康

福
祉
課
主
査
）
▽
坂
口
育
代
（
健

康
福
祉
課
主
査
）▽
中
山
正
嗣（
ふ

る
さ
と
振
興
課
主
査
）
▽
中　

道

紀
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略

推
進
室
主
査
（
定
住
促
進
協
議
会

事
務
局
併
任
））
▽
綱
屋
栄
次
郎

（
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略
推

進
室
主
査
（
定
住
促
進
協
議
会
事

務
局
併
任
））
▽
大
澤　

融
（
上

下
水
道
課
主
査
）▽
久
田　

緑（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局
主

査
）

病
院
栄
誉
院
長
兼
消
化
器
科
医
長

（
短
時
間
勤
務
））

■
再
任
用
更
新

▽
本
谷
敏
博
（
企
画
財
政
課
係

長
（
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
派

遣
））
▽
谷
内
裕
幸
（
住
民
課
主

幹
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
））
▽

大
門
康
博（
住
民
課
担
当
課
長（
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
））
▽

薩
摩
浩
美
（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
事
務
局
主
事
）▽
安
田
豊
光（
住

民
課
技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ

ン
タ
ー
））
▽
上
田
二
三
夫
（
建

設
課
技
能
職
員
）

■
再
任
用

▽
角　

修
一
（
総
務
課
主
幹
（
小

木
支
所
））
▽
豆
田　

猛
（
総
務

課
主
幹
（
鵜
川
支
所
長
））
▽
江

端
由
爾
（
住
民
課
主
幹
（
多
目
的

交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
））
▽
桶
間

　

実
（
農
林
水
産
課
主
幹
（
総
合

窓
口
）
▽
橋
谷
久
司
（
農
業
委

員
会
事
務
局
主
幹
）
▽
田
代
千

鶴
子
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
保
育

士
）
▽
佐
野
静
子
（
し
ら
さ
ぎ
保

育
所
保
育
士
）
▽
北
口
弘
美
（
住

民
課
技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ

ン
タ
ー
））
▽
舩
山　

茂
（
住
民

課
技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
））
▽
藤
田
郁
夫
（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
臨
床
検
査
技
師
）

▽
森
下
裕
美
（
同
看
護
師
）
▽
森

　

美
枝
子
（
同
看
護
師
）
▽
井
田

正
子
（
同
看
護
師
）
▽
川
本
球
美

（
同
看
護
補
助
者
）

■
3
月
31
日
付
退
職
者

▽
角　

修
一
（
議
会
事
務
局
事
務

局
長
）
▽
大
鷲
克
宏
（
町
民
課
課

長
）
▽
北
畠
弘
信
（
環
境
対
策
課

課
長
）
▽
桶
間
実
（
農
林
水
産
課

長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽

江
端
由
爾
（
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長
）
▽
豆
田　

猛
（
税
務
課
課

長
補
佐
）
▽
橋
谷
久
司
（
農
業
委

員
会
事
務
局
次
長
）
▽
北
口
弘
美

（
環
境
対
策
課
技
能
職
員
（
多
目

的
交
流
セ
ン
タ
ー
））
▽
舩
山　

茂
（
同
技
能
職
員
）
▽
川
本
球
美

（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護
補

助
者
）
▽
田
代
千
鶴
子
（
ひ
ば
り

保
育
所
所
長
）
▽
鳥
毛
結
衣
（
柳

田
保
育
所
保
育
士
）
▽
廣
正
修
一

（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
副
院
長

兼
循
環
器
科
医
長
）
▽
南
部
旨
利

（
同
小
児
科
医
長
）
▽
竹
田
義
克

（
同
内
科
医
師
（
併
任
・
石
川
県

職
員
））
▽
望
月
弘
和
（
同
皮
膚

科
医
師
）
▽
長
井
一
樹
（
同
内
科

医
師
）
▽
藤
田
郁
夫
（
同
臨
床
検

査
技
師
）
▽
森
下
裕
美
（
同
総
看

■
主
事
級

▽
田
原
総
一
朗
（
総
務
課
主
事
兼

危
機
管
理
室
主
事
）
▽
朝
川
千
春

（
住
民
課
主
事
）
▽
久
田
孔
輝
（
住

民
課
主
事
）
▽
鷹　

さ
つ
き
（
住

民
課
主
事
）
▽
釣
谷
拓
史
（
建
設

課
主
事
）
▽
亦
木
梨
奈
（
ふ
る
さ

と
振
興
課
主
事
）▽
新
谷　

恵（
会

計
課
主
事
）

■
保
育
所
長

▽
岩
崎
み
ゆ
き（
ひ
ば
り
保
育
所
長
）

▽
高
田
滋
子
（
柳
田
保
育
所
長
）

■
主
任
保
育
士

▽
水
元
智
子
（
鵜
川
保
育
所
主
任

保
育
士
）
▽
山
岸
ゆ
か
り
（
柳
田

保
育
所
主
任
保
育
士
）

■
保
育
士

▽
田
村
怜
奈
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所

保
育
士
）
▽
冨
田
江
美
子
（
ひ
ば

り
保
育
所
保
育
士
）
▽
一
谷
綾
香

（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）
▽
笹

野
遥
香
（
鵜
川
保
育
所
保
育
士
）

▽
中
田
有
香
（
柳
田
保
育
所
保
育

士
）
▽
嘉
枝
理
愛
（
柳
田
保
育
所

保
育
士
）

■
技
能
労
務
職

▽
干
物
弘
治
（
上
下
水
道
課
労
務

職
員
（
矢
波
浄
水
場
））

■
医
師

▽
三
崎
嗣
穂
（
副
院
長
兼
内
科
診

護
師
長
）
▽
森　

美
枝
子
（
同
副

総
看
護
師
長
）
▽
堂
坂
春
美
（
同

主
任
看
護
師
）
▽
井
田
正
子
（
同

看
護
師
）
▽
吉
村
幸
代
（
同
看
護

師
）
▽
坂
下
陽
香
（
同
看
護
師
）

■
再
任
用
任
期
満
了

▽
下
野
信
行
（
町
参
事
兼
庁
舎
建

設
室
長
）
▽
東
崎
明
美
（
総
務
課

危
機
管
理
室
係
長
（
奥
能
登
広
域

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
派
遣
））

▽
田
中　

孝
（
小
木
支
所
係
長
）

▽
道
下
可
長
（
鵜
川
支
所
長
）
▽

平　

美
代
子
（
鵜
川
支
所
係
長
）

▽
平　

彦
邦
（
環
境
対
策
課
主
幹

（
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
））

▽
畝
村
義
夫
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

主
幹
（
定
住
促
進
協
議
会
事
務
局

長
））
▽
山
崎
忍
（
上
下
水
道
課

係
長
（
五
十
里
浄
水
場
））
▽
三

宅
章
子（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）

▽
辺
焼
幸
弘
（
小
木
中
学
校
校
務

員
）
▽
山
岸
喜
美
子
（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
看
護
師
）
▽
谷
野
ま

ち
子
（
同
准
看
護
師
）
▽
山
岸
由

紀
子
（
同
看
護
師
）
▽
西　

紀
子

（
同
看
護
師
）

平
成
30
年
3
月
26
日
付

人
事
異
動

　

能
登
町
役
場
の
4
月
1
日

付
人
事
異
動
は
3
月
26
日
に

内
示
さ
れ
ま
し
た
。



第二長寿園での生活が楽しいと話す加原さん

加原ハルさん  100 歳

　松波の加原ハルさんが 100 歳を迎え、誕生日の 3
月 1 日長寿祝い状と花束を受け取りました。
　大正 7 年生まれの加原さんは、若いときは仏教婦人
会としてお寺の仕事をされたり、内浦健康クラブにも
85 歳まで通うほど元気で、特産の赤崎イチゴの発起
人として町の農業の発展に尽力されました。好きな食
べ物は果物や甘いもの、趣味は読書で新聞などを見て
過ごされているそうです。

平成 29 年度能登町生涯学習振興大会

と地域をつなぐ  日ごろの活動成果披露

20

　3 月 2 日、能登高校で卒業証書授与式が行われまし
た。この日卒業を迎えたのは普通科 39 人、地域創造
科 36 人の計 75 人で、出席した在校生や保護者らが卒
業生の門出を祝福しました。
　式では在校生を代表して 2 年生の上野烈

たけひで

豪さんが送
辞をし、卒業生を代表して中村朱里さんが「支えてく
れた人への感謝を胸に自分たちの道を切り開いて行き
ます」と答辞を述べ飛躍を誓いました。

  と希望を胸に
能登高校 第 7 回卒業証書授与式

各組の代表が平野活彦校長から卒業証書を受け取った

　町生涯学習振興大会は2 月25 日役場能都庁舎で開かれ、約300 人が参加しました。公民館の事
例発表では、神野公民館が地区に点在する神社やお寺の歴史や特色、関わりを持つ世帯について
調査した「ふるさと再発見」について。白丸公民館は「公民館活動と地域交流」と題し、飢餓から
サツマイモ栽培で地区を救った浜谷七郎兵衛の功績を受け継ぎ復活させたイモ飴づくりや、県
立看護大との祭りやフィールド実習での交流について発表しました。事例に耳を傾けた参加者
は地域の魅力を再発見し活動への意欲を新たにしました。落語家で僧侶の露

つゆ

の団
ま る こ

姫さんが記念
講演を行い、表彰式では生涯学習
振興に功績のあった5 氏が社会教
育功労者表彰を受賞しました。

平成29 年度能登町社会教育功労者
・⻆　弘子さん（宇出津公民館）
・竹中邦子さん（三波公民館）
・加賀とし子さん（松波公民館）
・椿原光子さん（不動寺公民館）
・石垣利作さん（白丸公民館）

社会教育功労者表彰
を受けた皆さん

見守る保護者から熱い視線が注がれる

なごみ 小学生水泳教室発表会

　3月 11日、こどもみらいセンターの行事「塩谷寺 涅
槃団子まき＆御講」が行われ、親子 7組が宇出津の塩
谷寺で行われた法要「涅槃会」に参加しました。
　約 150人が集り営まれ、読経などに続き別宗住職か
ら涅槃会の概要や由来などが話されました。食べると
無病息災、持ち歩くと厄除けになるとされる涅槃団子
が撒かれると親子らは檀家や地域の人たちとともに団
子を拾い、一年の健康と無事を願いました。

住職の法話に真剣に耳を傾ける親子、参加者ら

塩谷寺涅
ね は ん え

槃会に親子が参加

能登高生 横井千四吉さん取材 声を掛け合いボールを前に進める団員ら

町スポーツ少年団交流会

　町スポーツ少年団の交流会が 2 月 25 日、内浦体育
館で開催され、団員約 150 人が参加しました。
　団員間の友情と親睦を深めることを目的に行われて
おり、12 チームに分かれた団員らは息を合わせ大縄
跳びやボール運びなど 5 つの競技で競いました。競技
で交流した後は保護者の作ったカレーライスで満腹に
なりました。普段それぞれの場所で異なる競技に取り
組む団員にとって貴重な一日となりました。
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　世界農業遺産「能登の里山里海」を守る人々の思いを
高校生たちが聞き取って記録する活動の発表会が３月４
日、奥能登行政センターで開かれました。
　７校の生徒たちが順番に取材成果を紹介。能登高校２
年の向智香さんらのグループは、米飴作りに取り組んで
いる横井千四吉さんを取り上げました。向さんは「生産
者同士の人のつながりの大切さを感じた」と感想を語り
ました。

聞き書きの成果をまとめた高校生

　3 月 4 日、健康福祉の郷「なごみ」で水泳教室の発
表会が行われ、小学 1 年生から 6 年生までの児童 27
人が保護者らに 1 年間の練習の成果披露しました。
　個人競技の後はリレー形式で団体戦が行われ、プー
ルサイドから仲間の声援を受けた児童らは力強い泳ぎ
を見せ、白熱した展開が繰り広げられました。
　上達した泳ぎを披露できた児童らの顔には、自信と
達成感が満ちあふれていました。

人

夢

 崎イチゴの発展に尽力赤

域の行事を体験地

ぎ 上手くなったよ泳

 技の枠を超え親睦を深める競

 山里海を守る思いを記録里

※（ ）内は推薦団体



まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATION
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うみとさかなの科学館  4 月の教室

問うみとさかなの科学館☎ 62-4655

午前 9 時 30 分～ 11 時 / 午後 1 時～ 3 時 30 分

受付時間

毎週月曜日　※ 30 日㊊は開館します
休 館 日

無料（入館料・材料費とも）

料 金
※工作教室は小学生以上が
対象です。未就学児は保護者
が付き添いの上、一緒に一つ
の工作を作ってください。

こいのぼり工作

パズル工作

INFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース
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募
集

町
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
期
間
…
４
月
16
日
㊊
ま
で

■
対
象
住
宅

城
野
住
宅　

宇
出
津
山
分
5
字
26
番
地

・
20
号
棟
61
号
、
20
号
棟
62
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
２
１
，８
０
０
円
～
３
２
，５
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
５
０
，
２
０
０
円
）

桜
木
住
宅
　
鵜
川
30
字
1
番
地

・
２
号
棟
２
３
４
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，６
０
０
円
～
２
９
，1
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
５
，
０
０
０
円
）

九
十
九
団
地
　
小
木
3
丁
目
8
番
地

・
3
―
２
号
、
３
―
３
号
、
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
４
，０
０
０
円
～
２
０
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
２
，
１
０
０
円
）

※
家
賃
は
所
得
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

た
な
ぎ
団
地　

宇
出
津
イ
字
9
番
地
１

・
１
号
棟
号
２
０
３
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
５
３
，０
０
０
円

姫
団
地　

姫
3
丁
目
36
番
地

・
1
号
棟
２
０
７
号
、
２
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
2
５
，０
０
０
円

さ
く
ら
団
地　

柳
田
龍
部
14
番
地

・
4
号
棟
2
番
、
9
号
棟
1
番
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
３
０
，０
０
０
円

■
入
居
可
能
日
…
５
月
１
日
㊋

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
所
得
月
額
が
次
の
基
準
内

城
野
、桜
木
、九
十
九
…
１
５
８
，
０
０
０
円

（
裁
量
世
帯
２
５
９
，
０
０
０
円
）
以
下

た
な
ぎ
、姫
、さ
く
ら
…
１
５
８
，
０
０
０
円

以
上

⑤
単
身
よ
り
も
複
数
人
の
世
帯
を
優
先

裁
量
世
帯
…
「
身
体
1
級
～
4
級
、
精
神
1

級
～
3
級
、
知
的
Ａ
ま
た
は
Ｂ
と
認
定
さ
れ

た
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
」「
申
込
者
が
昭

和
31
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
で
、
か
つ
同

居
者
の
い
ず
れ
も
が
昭
和
31
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
、ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世
帯
」

「
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
」

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４

ニ
ュ
ー
ス

子
を
伸
ば
す「
脳
育
」を
学
ぶ

町
こ
ど
も
の
健
康
づ
く
り
研
修

　

町
こ
ど
も
の
健
康
づ
く
り
研
修
会
が
2
月

25
日
、
コ
ン
セ
ー
ル
の
と
で
開
催
さ
れ
、
児

童
生
徒
の
保
護
者
、
保
育
学
校
関
係
者
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
児
科
医
の
伊
藤
陽
子
さ
ん
が
講
師
を
務

め
、
子
ど
も
の
力
を
引
き
出
す
脳
の
育
て
方

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
脳
の
仕
組

み
に
つ
い
て
触
れ
、
４
歳
程
度
で
大
人
の
脳

が
形
成
さ
れ
る
と
解
説
し
た
伊
藤
氏
は
「
成

長
す
る
脳
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
教
育
が
大

切
」
と
述
べ
、
子
育
て
で
脳
の
成
長
を
意
識

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
た
参
加
者
ら
は
、
元
気
な
心

と
体
を
育
て
る
う
え
で
、
脳
を
育
て
る
こ
と 熱心に耳を傾ける参加者

の
重
要
性
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

投
票
の
意
義
ひ
と
筆
に
込
め
る

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
Ｐ
Ｒ大勢の来場者や空港職員らが詰めかけた

　

の
と
里
山
空
港
で
2
月
28
日
、
石
川
県
知

事
選
挙
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
能
登
高
校
書

道
部
員
ら
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
選
で
は
選
挙
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
て
か
ら
初
の
選
挙
と
な
っ
た
今
回
、

高
校
生
ら
は
同
世
代
の
若
者
に
も
投
票
を
呼

び
か
け
る
た
め
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
寸

劇
を
交
え
て
披
露
し
ま
し
た
。

　

寸
劇
で
の
セ
リ
フ
作
り
の
際
、
改
め
て
選

挙
に
つ
い
て
調
べ
た
と
話
す
部
員
は
、
な
ぜ

投
票
に
行
く
必
要
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
と
し
、「
積
極
的
に
関
心

を
も
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
、
投
票
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

募
集

広
い
視
野
と
実
践
力
を
習
得

中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

　

能
登
町
中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
は
、
町
の
中
学
生
を
海
外
に
派

遣
し
、
体
験
学
習
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ

て
、
異
文
化
を
理
解
し
、
広
い
視
野
と
実
践

力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
事
業
で
す
。
今
年
度
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

研
修
地　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
）

日
程　

7
月
26
日
㊍
～
8
月
4
日
㊏

　
　
　

10
日
間
（
機
内
1
泊
）

募
集
人
員　

定
員
13
人

　

※
引
率
者
が
2
人
同
行
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

①
町
に
在
住
す
る
中
学
生
で
あ
る
こ
と

　

②
健
康
で
規
律
あ
る
団
体
生
活
が
で
き
る

　

生
徒
で
あ
る
こ
と

　

③
事
前
・
事
後
の
研
修
に
必
ず
参
加
で
き

　

る
こ
と

個
人
負
担　

参
加
負
担
金
15
万
円

　

※
通
貨
レ
ー
ト
、
日
程
の
変
更
な
ど
で
増

減
す
る
場
合
あ
り
。
旅
券
取
得
費
、
海
外
旅

行
傷
害
保
険
等
の
費
用
が
別
途
必
要
で
す
。

応
募
期
限　

4
月
18
日
㊌

　

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
、
追
加
で
募
集

申
込　

各
中
学
校
に
あ
る
応
募
用
紙
を
、
所

属
中
学
校
に
提
出

　
　

問
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
実
行
委
員

　
　
　

会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

☎
（
72
）
２
５
０
９

募
集

「
お
せ
っ
か
い
」が
幸
せ
後
押
し

縁
結
び
隊
支
援
員
募
集

　

能
登
町
縁
結
び
隊
は
、
結
婚
を
望
む
独
身

者
の
婚
活
を
支
援
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
や

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
支
援
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
条
件　

①
能
登
町
縁
結
び
隊
活
動
に
賛
同
す
る
人

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
日
常
活
動
で
き
る
人

応
募
方
法　

　

応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
お
よ
び
簡
単
な
志
望
の
動
機
を
記
載

し
、
縁
結
び
隊
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

締
切　

4
月
27
日
㊎
必
着

そ
の
他　

必
要
に
応
じ
て
面
談
を
行
い
ま

す
。
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
応
募
者
に
通
知

し
ま
す
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

　
　
　

問
町
縁
結
び
隊
事
務
局

（
住
民
課
内
）
☎
（
62
）
８
５
０
０

　

石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
出
張
し
、

福
祉
の
仕
事
や
資
格
取
得
、
職
場
体
験
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時　

4
月
17
日
㊋　

13
時
半
～
15
時

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登

※
他
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
出
張
相
談
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

問
石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー☎

０
７
６
（
２
３
４
）
１
１
５
１

お
知
ら
せ

福
祉
・
介
護
の
し
ご
と
出
張
相
談

募
集

学
校
生
活
の
費
用
を
助
成

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
費
用
の
負
担
が
大
き

い
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
学
校
生
活
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
で
す
。
申
請
書
は
学
校
に
あ
り

ま
す
。

　

申
請
に
は
、
学
校
長
の
意
見
書
が
必
要
で

す
の
で
、
在
籍
し
て
い
る
小
中
学
校
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

※
児
童
生
徒
の
世
帯
構
成
や
所
得
状
況
等

に
よ
り
認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

問
教
育
委
員
会
事
務
局

☎ （
72
）
２
５
０
９
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募
集

能
登
町
奨
学
生

　

平
成
30
年
度
能
登
町
奨
学
金
貸
与
を
受
け

る
生
徒
・
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
必
要
書
類

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
教
育
委
員
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
与
区
分
と
金
額
（
月
額
）

　

・
高
校
…
２
０
，
０
０
０
円

　

・
短
大
、
高
専
…
２
５
，
０
０
０
円

　

・
大
学
…
３
０
，
０
０
０
円

貸
与
資
格　

次
の
要
件
を
満
た
す
人
。

①
本
町
に
現
に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
す

る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ
と
。

受
付
締
切　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
４
月
６
日
㊎

郵
送
・
持
参　

4
月
3
日
㊋

一
次
試
験
日　

5
月
13
日
㊐

受
験
資
格

・
平
成
30
年
4
月
1
日
に
お
い
て
高
等
学
校

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
6
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

・
平
成
30
年
9
月
ま
で
に
高
等
学
校
、
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者　

な
ど

※
試
験
内
容
な
ど
詳
細
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
「
海
上
保
安
庁 

採
用
試
験
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

問
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

☎
０
１
２
０
（
４
４
４
）
５
７
６

お
知
ら
せ

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用（
特
別
）

ニ
ュ
ー
ス

防
人
と
し
て
の
使
命
を
胸
に

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会

　

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
の
激
励
会
が
2
月
16

日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
山
本
睦
人
さ
ん
（
中
斉
）
が
持
木

町
長
、
佐
甲
範
之
自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本

部
長
に
決
意
を
述
べ
、
持
木
町
長
が
「
不
安

や
心
配
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
素
晴

ら
し
い
先
輩
方
に
学
び
、
訓
練
に
励
み
立
派

な
自
衛
官
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し

の
言
葉
を
贈
り
、
活
躍
を
祈
り
ま
し
た
。

安全を守れるように頑張りたいと話した山本さん

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

で
は
、
事
業
主
に
対
し
て
、
そ
の
雇
用
す
る

労
働
者
に
占
め
る
障
害
者
の
割
合
が
一
定
割

合
以
上
に
な
る
よ
う
に
義
務
づ
け
て
い
ま
す

（
法
定
雇
用
率
制
度
）。
法
定
雇
用
率
が
4
月

か
ら
２
．
2
㌫
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
障
害
者

雇
用
義
務
の
民
間
企
業
の
範
囲
が
従
業
員
50

人
以
上
か
ら
45
．5
人
以
上
に
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
精
神
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働

者
の
算
定
方
法
も
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登
☎
（
62
）
１
２
４
２

お
知
ら
せ

従
業
員
45
．5
人
以
上
の

企
業
の
皆
さ
ま
へ
！

投票区 投票所
当日

有権者数
投票者数

投票率

(％ )

第 1 能都社会福祉会館 1,624 937 57.70%

第 2 町立宇出津小学校 1,536 849 55.27%

第 3 町立ひばり保育所 836 460 55.02%

第 4 町立三波公民館 492 290 58.94%

第 5 町立神野公民館 485 290 59.79%

第 6 町立鵜川公民館 940 525 55.85%

第 7 町立瑞穂公民館 774 470 60.72%

第 8 野田コミュニティセンター 1,305 824 63.14%

第 9 小間生地区生活改善センター 389 258 66.32%

第 10 町立上町公民館 840 568 67.62%

第 11 町立岩井戸公民館 365 233 63.84%

第 12 内浦福祉センター 1,919 1,016 52.94%

第 13 町立不動寺公民館 460 282 61.30%

第 14 町立秋吉公民館 296 182 61.49%

第 15 白丸コミュニティ施設 660 363 55.00%

第 16 小木地区活性化センター 2,064 1,019 49.37%

第 17 町立高倉保育所 1,008 554 54.96%

合　計 15,993 9,120 57.02%

3 月 11 日執行

石川県知事選挙開票結果
谷本正憲氏が 7 選　投票率は 57.02㌫
　任期満了に伴う石川県知事選挙が、3月 11日㊐に行われ、

即日開票されました。期日前投票は 4,607 人（28.81㌫）、

投票率は前回（平成 26年 3月 16 日執行）を 0.83㌽下回る

57.02㌫でした。

　各投票区の投票・開票結果は次のとおりです。

【開票結果】

こくら　えみ 無所属・新 1,310 票

谷本まさのり 無所属・現 7,682 票

無効 128 票

　

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
宇
出
津
地
区

を
除
く
町
内
全
域
を
６
つ
の
地
域
に
分
け
、

宇
出
津
方
面
へ
向
か
う
「
お
出
か
け
便
」
と
、

宇
出
津
総
合
病
院
発
の
「
お
か
え
り
便
」
が

１
日
に
各
２
便
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
登
録
は
無
料
で
、
役
場
企
画
財
政
課

や
宇
出
津
総
合
病
院
の
「
処
方
せ
ん
相
談
窓

口
」
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
な
れ
る
人

お
知
ら
せ

通
院
や
買
い
物
に
ご
利
用
を

便
利
な
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

能
登
町
民
で
、
付
き
添
い
が
あ
れ
ば
乗
り

降
り
が
出
来
る
人
（
乗
合
と
い
う
性
格
上
、

車
い
す
で
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

利
用
料
金

２
人
以
上
乗
車
…
１
人
当
た
り
１
，２
０
０
円

１
人
乗
車
…
距
離
に
応
じ
て
１
，２
０
０
円
、

１
，
５
０
０
円
、
２
，
０
０
０
円
の
３
段
階

利
用
上
の
注
意

　

予
約
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
必

ず
１
時
間
前
ま
で
に
予
約
受
付
（
☎
（
62
）

１
３
１
６
）
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
企
画
財
政
課
☎
（
62
）
８
５
０
３

お
知
ら
せ

年
金
相
談
開
催

　

年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
相
談

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
年
金
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

年
金
に
つ
い
て
日
ご
ろ
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

ご
予
約
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
18
日
㊌
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所　

役
場
能
都
庁
舎　

1
階
福
祉
相
談
室

予
約･

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

募
集

真
脇
遺
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

真
脇
遺
跡
縄
文
館
で
は
縄
文
小
屋
を
含

め
、
真
脇
遺
跡
周
辺
施
設
及
び
植
栽
等
の
維

持
管
理
や
見
学
者
へ
の
説
明
な
ど
を
行
な
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　

①
真
脇
遺
跡
縄
文
館
で
行
な
う

事
業
に
参
加
お
よ
び
協
力
②
勉
強
会
の
実
施

（
調
査
等
で
来
館
す
る
研
究
者
と
の
意
見
交
換

会
等
）
③
縄
文
小
屋
の
管
理
④
周
辺
の
除
草

管
理
等
⑤
体
験
学
習
の
指
導
⑥
来
館
者
へ
の

説
明
⑦
そ
の
他
、
個
人
の
興
味
あ
る
こ
と
等

手
当

・
ガ
ソ
リ
ン
代
と
し
て
、
1
回
、
１
，
０
０
０

②
次
の
い
ず
れ
か
に
在
学
し
、
品
行
方
正
、

学
術
優
秀
お
よ
び
身
体
強
健
で
あ
る
こ
と
。

　

・
高
等
学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

　
　

を
含
む
）

　

・
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
専
修
学
校
の
修

　
　

業
年
限
が
２
年
以
上
の
高
等
科
も
し
く

　
　

は
専
門
課
程

　

・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）

③
学
費
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

④
同
一
世
帯
も
し
く
は
、
２
親
等
以
内
の
親

族
に
町
税
等
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
こ
と
。

受
付
期
間　

4
月
10
日
㊋
～
30
日
㊊

提
出
先　

教
育
委
員
会
事
務
局
、
役
場
各
庁

舎
窓
口

　
　
　

問
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
（
72
）
２
５
０
９

円
（
１
回
の
活
動
は
10
時
～
15
時
程
度
）

・
図
説
真
脇
遺
跡
冊
子
謹
呈

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。（
費

用
負
担
な
し
）

締
切　

5
月
１
日
㊋
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　

問
真
脇
遺
跡
縄
文
館
☎
（
62
）
４
８
０
０

募
集

自
然
探
索
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

自
然
探
索
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
能
登
町
の
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
希

望
の
方
は
受
講
生
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
自
然
探
索
教
室　

①
４
月
15
日
㊐
「
春
う

ら
ら
、
永
光
寺
我
山
道
を
歩
く
」
②
５
月
27

日
㊐
「
初
夏
の
海
岸
線
を
大
島
か
ら
柴
垣
長

手
島
ま
で
歩
く
」
③
６
月
５
日
㊋
「
夏
風
そ

よ
ぐ
曽
々
木
岩
倉
山
に
登
る
」
④
９
月
「
初

秋
ゆ
っ
た
り
、
健
康
の
森
を
歩
く
」
⑤
10
月

「
中
秋
の
岬
遊
歩
道
を
禄
剛
崎
灯
台
目
指
し

て
歩
く
」
⑥
11
月
「
晩
秋
の
赤
蔵
山
憩
い
の

森
を
巡
る
」

■
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室　

①
４
月
25
日
㊌
奥

獅
子
吼
山
（
白
山
市
）
②
５
月
17
日
㊍
富
士

写
ヶ
岳
（
加
賀
市
）
③
６
月
14
日
㊍
口
三
方

岳
（
白
山
市
）
④
９
月
我
山
（
輪
島
市
門
前

町
）
⑤
10
月
鞍
掛
山
（
小
松
市
）
⑥
11
月
三

方
岩
岳
（
白
山
市
）

　

詳
し
く
は
宇
出
津
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
宇
出
津
公
民
館
☎
（
62
）
３
４
５
８
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鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
、
捕
獲
お
り
購

入
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
電
気

柵
購
入
や
狩
猟
免
許
取
得
の
助
成
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
農
林
水
産
課☎

（
76
）
８
３
０
２

有害鳥獣捕獲檻購入助成事業
　イノシシ等の大型獣を捕獲するため
の檻の購入費用を助成します。
補助内容
　檻の購入費または製作にかかる資材
費で、1基あたりの経費の半額、上限
5万円。1集落につき1年度中2基まで。
助成条件
　町内の集落で、集落内に猟友会員がいること
申込締切　10月 31日㊌

被害防除助成事業
　イノシシ等が近づかないために設置する電気柵購入
にかかる経費を助成します。
補助内容
　新品の電気柵購入費の半額以内
助成条件
　JA に出荷している営農者で、町に在住し、町税等
の滞納がない人
申込締切　7月 31日㊋
　※町有害鳥獣被害対策協議会を通じた補助です。

　電気柵設置については、国庫による助成制度もあり
ます。詳しくは 9月ごろ、町会長・区長にお知らせ
します。

被害防止体制整備助成事業
　有害鳥獣捕獲のための狩猟免許の取得や、猟友会に
在籍するための会費を助成します。
補助内容
・狩猟免許取得費用…第 1 種 50,000 円、第 2 種
30,000 円、わな・網  20,000 円
・狩猟免許更新費用…10,000 円
・猟友会会費…10,000 円　※第 1種取得者のみ
助成条件
　猟友会に入会し、有害鳥獣捕獲活動に従事する人で、
町に在住し、町税等の滞納がない人
申込締切　随時
　※狩猟免許の取得方法や試験日については、奥能登
農林総合事務所管理部☎ 0768-26-2320 までお問い
合わせください。

有
害
鳥
獣

対
策
費
用
を

助
成
し
ま
す

白丸分団に新型ポンプ車

能登消防署に新救急自動車が配備

　2 月 25 日、白丸分団の消防ポンプ自動車が
更新され、白丸コミュニティ施設で入魂式が行
われました。式典後には、白丸分団による放水
が披露され最新機能を備えた消防ポンプ車の導
入を祝いました。
　導入されたポンプ車は、吸水管巻取り装置と
装置を覆うアルミシャッターが付いており、ポ
ンプは毎分 2600L 放水できる性能があります。

　3 月 8 日、役場能都庁舎で能登消防署に新
しく配備された災害対応特殊救急自動車がお
披露目されました。
　車両には、自動心臓マッサージ器や最新の
AED が搭載されています。高齢者を搬送す
る割合が高いことから、手すりの増設や後部
ステップ部に滑り止めを設置し、以前よりさ
らに安全面に配慮した仕様となっています。

防 災

救 命

第 13 回 女性防火の集い防 火

運用の安全を祈願

　3 月 11 日、能登消防署宇出津分署で女性防火の集いが行
われ、防火クラブ員 22 人が参加しました。講義では救急医
療の現状や救急要請を行うときの注意点や動きについて学び
ました。署員による寸劇も披露され、悪質な住宅火災警報器
の訪問販売には注意するよう呼び掛けがありました。
　女性防火の集いは、地域ぐるみの自主防災体制の確立と防
火クラブ員の防火思想の普及を図り、災害の無い安全な明る
いまちづくりを目的に行われています。

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
の
使
用
方
法
を
学

ぶ
防
火
ク
ラ
ブ
員

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

　大会結果は、各競技団体・学校などからの情報提供に基づき掲載しています。

平成 29 年度
能登町バレーボール選手権大会

（3/4・柳田体育館）

①木郎走志会　②チョロ吉

③すずめ　　　④チャングス

優
勝
し
た
木
郎
走
志
会
の
皆
さ
ん

のと里山空港　４月のイベント
■ 8 日㊐　のっぴーグラスづくり
4 月のデザイン：「のっぴーのお花見」

時間　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00

場所　空港 1 階　能登の旅情報センター

※一家族 1 個程度、限定 50 個。参加料無料

■ 22 日㊐　おらが故郷お国自慢ー羽咋市ー
　深江町青年団による獅子舞の披露

時間　15:00 ～　　場所　空港 2 階ロビー

「のっぴー フリマ＆クラフトマーケット」への出店者大募集 !!
　従来のフリマから出店区画を増やし、クラフトマーケットを同
時開催します。3 日間丸々でも、希望日 1 日だけでも、楽しく出
店してみませんか？
　出店規則など詳細については “ のと里山空港ホームページ ” の
お知らせ覧にて掲載していますので、どんどんご応募ください！
　飲食ブース「まいもん市」での出店についても随時募集中です。

問企画財政課☎ 62-8503

５月３日・４日・５日はゴールデンウィークイベント
5 日は「のとキリシマツツジフェスティバル！＆

子どもフェスティバル」開催

住
民
生
活
の
心
強
い
支
え
に

能登町シルバー人材センター 事務所移転のお知らせ
　４月２日から新住所に移転します。移転にともない電話番号・
ファックス番号も変わります。

新住所　〒 927-0433　能登町字宇出津ハ字 128 番地
　　　　　　　　　　　　（旧能登消防署宇出津分署）

電話番号　0768-62-4688　FAX 番号　0768-62-4689 役
場

能
都
庁
舎

←柳田

↑松波

千
間
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

宇出津港

↓鵜川

小木↑

シルバー
人材センター移転先位置図
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費
用
が
ま
か
な
え
る
よ
う
に
算
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

4
月
か
ら
保
険
料
は
以
下
の
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
正
式
な
所
得
段
階
は
住
民
税
確
定

後
の
7
月
に
決
定
通
知
さ
れ
ま
す
。
決
定
ま

所得段階 所得状況（※１）と対象者 月額保険料

第１段階

生活保護の受給者及び世帯全員が住
民税非課税で老齢福祉年金（※２）を
受けている人または前年の合計所得
金額と課税年金収入額（※３）の合計
が 80 万円以下の人

2,610 円
（基準額× 0.45）

第２段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の
合計所得金額と課税年金収入額の合
計が 80 万円超 120 万円以下の人

4,350 円
（基準額× 0.75）

第３段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の
合計所得金額と課税年金収入額の合
計が 120 万円超の人

4,350 円
（基準額× 0.75）

第４段階
世帯の誰かに住民税が課税されてい
るが、本人は住民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が 80 万円以下の人

5,220 円
（基準額× 0.90）

第５段階
世帯の誰かに住民税が課税されてい
るが、本人は住民税非課税で、第 4
段階に該当しない人

5,800 円
（基準額）

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所
得金額（※４）が 120 万円未満の人

6,960 円
（基準額× 1.20）

第７段階
本人が住民税課税で、前年の合計所
得金額が 120 万円以上 190 万円未満
の人

7,540 円
（基準額× 1.30）

第８段階
本人が住民税課税で、前年の合計所
得金額が 190 万円以上 290 万円未満
の人

8,700 円
（基準額× 1.50）

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所
得金額が 290 万円以上の人

9,860 円
（基準額× 1.70）

（※ 1）毎年 4 月 1 日時点の世帯の所得状況を基準にしています。

（※ 2）明治 44 年 4 月 1 日以前に生まれた人、または明治 44 年 4 月 2

日から大正 5 年 4 月 1 日までに生まれた人で、一定の条件を満たして

いる人を対象とした年金です。

（※３）国民年金や厚生年金、普通恩給など住民税課税対象となる年金

収入額の合計。障害年金・遺族年金・老齢福祉年金・傷病恩給などの非

課税年金は含まれません。

（※４）前年中（1 月 1 日～ 12 月 31 日）の所得の合計で、扶養控除や

社会保険料などの所得控除を差し引く前の金額です。

改定後の介護保険料
※消費増税などの要因で保険料額が変更になる場合があります。負担割合

平成 30 年

7 月まで
平成 30 年

8 月から
年金収入等

 340 万円以上 2 割 3 割

年金収入等
280 万円以上 2 割 2 割

年金収入等
 280 万円未満 1 割 1 割

自己負担限度額
平成 30 年

7 月まで
平成 30 年

8 月から

住民税課税所得（控除後の金
額）が 145 万円以上 44,400 円 44,400 円

住民税課税 37,200 円 44,400 円

住
民
税
世
帯
非
課
税

下記以外 24,600 円 24,600 円

年金収入額と合計所得金額

の合計が 80 万円以下
15,000 円 15,000 円

老齢福祉年金受給者・

生活保護受給者
15,000 円 15,000 円

①利用者負担割合の見直し

介護保険サービスを利用した際の負担割合について、サー

ビス利用者の増加に伴い、介護保険料水準の上昇が見込ま

れる中で、世代間・世代内の公平性を確保しつつ、介護保

険制度の持続可能性を高める観点から、負担能力に応じた

負担となるように見直しが行われ、現役並み所得者（年金

収入等 340 万円以上）の利用者負担割合が「3 割負担」に

引き上げられる事になりました。

②自己負担限度額（高額介護サービス費）の見直し

1 ヶ月における介護保険サービスの自己負担限度額について、負担能

力に応じた見直しが行われ、一般（住民税課税者）に該当する方の自

己負担限度額が「37,200 円」から「44,400 円」に引き上げられました。

平成 30 年 8 月施行
介護保険制度改正の主な内容 介

護
保
険
料
基
準
額
が

５
，
８
０
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険

料
「
基
準
額
」
が
、
月
額
５
，
８
０
０
円
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
基
準
額
」
は
3

年
ご
と
に
行
わ
れ
る
介
護
保
険
事
業
計
画
の

見
直
し
に
伴
い
、
能
登
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

で
は
暫
定
の
保
険
料
額
で
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

問
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
（
72
）
２
５
０
２

　カード作成時に必要なのものは①申請書②写真で
す。写真データがあれば、スマートフォンやパソコ
ンでも申請ができます。カードは、お手元に届くま
で 3 週間～１ケ月程度かかります。住民課までお気
軽にご相談ください。

問住民課☎ 62-8500

●本人確認書類として
　写真付きの本人確認書類を持っていない方。
●電子申請をしたい
　新しい電子証明書が必要な方。住基カードの電子
証明書の期限が切れた方、間もなく期限が切れる方。

マイナンバーカードをつくりませんか？
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平成 29 年度 所得割 資産割 均等割 平等割 限度額

医 療 分 6.5% 31.0% 25,000 28,000 540,000 

支 援 金 分 1.8% 10.0% 8,000 6,000 190,000 

介 護 分 1.3% 8.0% 9,200 4,500 160,000 

平成 30 年度 所得割 資産割 均等割 平等割 限度額

医 療 分 7.2% 廃止 30,000 25,000 580,000 

支 援 金 分 2.4% 廃止 10,000 9,000 190,000 

介 護 分 2.0% 廃止 12,000 7,000 160,000 

　平成 30年 4月より都道府県が国民健康保険財政運営の
主体となり、市町村とともに国民健康保険を運営する方式
に変更となります。都道府県は、市町村ごとに国保事業費
納付金を定め、市町村は納付金を納めるために、国民健康
保険料（率）を決定し、賦課徴収を行います。
　能登町では石川県が示す国保事業費納付金を納めるた
め、現行の保険税率の改正、保険税の算定方式のうち資産
割の廃止を行うこととなりました。また、国の法令改正案
にあわせて賦課限度額の引き上げを予定しています。
　皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

手続き場所　健康福祉課または各庁舎窓口、小木・鵜川支所　　　　問健康福祉課☎ 72-2503

この春、就職・退職されたみなさん
国民健康保険の手続きをお忘れなく！

就職したとき
　会社の健康保険証が交付される場合は、

国民健康保険脱退の手続きが必要です。

手続きに必要なもの
　・会社から交付された健康保険証

　・印鑑

　・お手持ちの国保保険証

この届出が遅れると…
　国保税と会社の保険料を二重に支払ってし

まうことになります。

　新しい保険証の交付が遅れ、手元に保険証

がない場合は、医療機関の窓口に相談してく

ださい。

退職したとき
　会社の健康保険証が切れる場合は、国民

健康保険への加入手続きが必要です。

手続きに必要なもの
　・会社の健康保険の喪失証明書

　・印鑑

この届出が遅れると…
　保険に加入していないため、医療機関での

支払いが全額自己負担になってしまうことが

あります。国保の資格はいつ届け出しても、

前の健康保険の資格が失われた日までさかの

ぼります。国保税もさかのぼって請求されま

すので、早めに届け出るようにしましょう。

所得割
世帯の国保加入者の前年の所得に応
じて課税されます。

資産割　※平成 30 年度から廃止
世帯の国保加入者の固定資産税額に
応じて課税されます。

均等割
加入者一人当たりの金額で、加入者
数に応じて課税されます。

平等割
加入者のいる全世帯に課税されます。

4 月より
国民健康保険税の
税率が改正されます

問健康福祉課☎ 72-2503

後期高齢者医療制度

平成 30・31 年度の保険料率は据え置き
限度額は変更となります

平成30・31年度の
保険料率

　均等割額　47,520 円
　所得割率　9.33%

平成 30 年度の保険料額決定通知書は、7 月中頃に順次お送りします。

保険料軽減に係る
所得判定基準が見直されました
　4 月 1 日から、所得の少ない人に適用される、保
険料軽減の所得判定基準を見直しました。

・5 割軽減
　基準所得が
　「33 万円＋ 27.5 万円×（世帯の被保険者数）」を
　　　　　　　　　　　　　　　　　超えない世帯

・2 割軽減
　基準所得が
　「33 万円＋ 50 万円×（世帯の被保険者数）」を
　　　　　　　　　　　　　　　　　超えない世帯

　9 割、8.5 割軽減対象世帯の基準は変更ありませ
ん。基準となる所得は、同一世帯の被保険者および
世帯主の所得の合計額です。

27 万円→ 27.5 万円

49 万円→ 50 万円

入院時の
食事代が見直されました

　4 月 1 日から、入院したときの食事代（1 食
あたり）が見直されました。

　　入院時食事代　1 食あたり　460 円
　所得の少ない人などの食事代はかわりません。

360 円→ 460 円

　お問い合わせ先
　石川県後期高齢者医療広域連合　　　　役場健康福祉課
　　☎ 076-223-0140　　　　　　　　　　   ☎ 72-2503

平成30・31年度の
保険料賦課限度額

　年額　　　    62 万円
　　　　（57 万円 → 62 万円）

保険料軽減の
特例措置が見直されました

　4 月 1 日から、保険料軽減の特例措置が一部
が見直されました。

・課税のもととなる所得が 58 万円以下の方の
軽減
　所得割額　軽減なし

・後期高齢者医療制度加入の前日まで被用者保
険の被扶養者だった方の軽減
　均等割額　5 割軽減
　※所得割額は賦課さ
　　れません

後期高齢者の
人間ドックについて

　4 月 1 日から後期高齢者の人間ドックに対する補助が、
　50,000 円限度額の 9 割補助

に変更となります。
7 割→ 9 割

2 割軽減→軽減なし

7 割軽減→ 5 割軽減
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【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　議会事務局☎62-8540
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　住民課☎62-8500
　　(環境対策)☎62-8507
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　農林水産課☎76-8300
　　　　　　☎76-8302
　農業委員会☎76-8303
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課☎72-2500
　  （児童保育）☎72-2512
　  （医療介護）☎72-2502
　  （福祉庶務）☎72-2503
　  （健康推進）☎72-2504
　  （包括支援）☎72-2513
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509
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5月 1 2
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9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期

能登高校魅力化プロジェクト・まちなか鳳
ほうすう

雛塾

来年の受験生たちへつなぐ
～ 能登高生の合格体験記 ～

赤塚　彩さん

普通科
→富山大学 都市デザイン学部都市・
交通デザイン学科
　私は富山大学のオープンキャンパスに参加し、都市デザイン学

部都市・交通デザイン学科を志望しようと決意しました。大学で

家の設計をメインとした建築を学びたいと思っていた私は、正直、

先生に勧められた時も乗り気ではありませんでした。しかし、オー

プンキャンパスで教授の話を直接聞き、飾ってある模型や本を読

むと、家の設計だけに留まらずもっと視野を広げて建築・土木に

ついて学びたいと強く思いました。

　私は AO入試で受験したのですが、一次試験に書類審査、二次

試験に４つの試験項目（グループディスカッション、レポート作

成、プレゼンテーション発表、面接）があり、その中でもグルー

プディスカッションの練習を何回も重ねたことが自分の中で特に

得られたことが多かったです。大学生活で同じ学部生と意見を交

換するとき、社会に出てチームで任された仕事について検討する

ときなど、これからの人生で必要なコミュニケーションの必要性

を学び、何をするべきかを知り、それを上手くこなす術を得るこ

とができました。

　この受験を経て学んだことは多く、ほとんどの項目で満足する

結果を出すことができましたが、レポート作成だけ納得のいく仕

上がりになりませんでした。問題文にある「小学校高学年にも理

解できるようなレポート作成」ということを見落としてしまった

のです。短い時間で 2つのレポートを完成させることを試験前の

説明で知り、焦ってしまったことが原因だと思います。ホテルに

帰り 1日目の試験内容を振り返ったとき、もう駄目だと開き直っ

てしまいました。しかし、そのおかげで 2日目の面接試験を全く

緊張せずに取り組むことができたのです。焦らずに問題文を読む

ことができればすべて納得のいく結果になったとは思いますが、

この失敗があってこその面接試験での成功なので、後悔はしてい

ません。

　最後に、これから長く苦しい戦いに向かう受験生へ。私は AO

で合格が決まったため、センター試験や一般入試の厳しさは知り

ません。それでも学んだことはたくさんあります。自分の最大限

を活かせる学校、受験方法を選び、全力で戦ってください。

新田莉子さん

普通科→金沢大学
医薬保健学域
保健学類看護学専攻
　私は 1年生の時から金沢大学の看護学専攻に推薦で合格

することを目標にしていました。そして 2度のふれあい看

護体験を通して看護師を本格的に目指そうと志しました。

 　試験内容は小論文と面接でした。しかし、専門的な看護

の知識を持っていなかった私は、たくさんの看護の知識を

先生方に教えていただいたり、自分で何度も調べたりして

看護の知識を身につけることが出来ました。

　まちなか鳳雛塾で本格的に勉強を始めたのは高 2の終わ

り頃でした。推薦で合格を目指していたとしても、もう少

し早くからまちなか鳳雛塾に通い、一般入試にも対応でき

るような学力をつけておけば良かったなと少し後悔してい

ます。

　学校の定期考査はもちろん大事ですが、模試で点数を上

げていくことで自信がつきます。後悔しないように頑張っ

てください！

大澤和馬さん

普通科→新潟医療福祉大学
医療技術学部救急救命学科
　私は、1人でも多くの命を救う救急救命士になりたいと

思い、最先端の施設で高度な医療技術が学べる新潟医療福

祉大学に志望しました。

　私は推薦で受験し、面接と筆記の試験でした。1番苦労

したのが筆記です。1年生からわからない問題を復習する

など、理解することを怠らなければ、もっと自信をもって

受験に望めたのかなと思います。

　学校の先生はもちろんですが塾の先生のサポートがあっ

たからこそ、合格に繋がったのだと思います。受験勉強は

辛いですが、自分の将来のために今は頑張ってください。

中村朱里さん

地域創造学科→
石川県立看護大学 看護学部　看護学科
　私は高校 1年の時、担任の先生との個人面談で石川県立看護大学をすすめられたことがきっ

かけで学校について調べるようになり、ここにしかないカリキュラムや、地域医療について深

く学べる体制などがあることを知り、目指すようになりました。

　受験科目は小論文と面接でしたが、小論文では英文で出された問題を読み取るものもあり、

英語の勉強が必要不可欠でした。そのため塾では映像授業を利用したり、テキストを使ったり

しながら英語の基礎から学びました。

　受験を通して、周りからの影響力の大きさを感じました。塾ではみんなが一生懸命に勉強に

取り組んでいるため自分ももっと頑張ろう、という気持ちになれました。

　私がみんなに伝えたいことは周りには必ず応援してくれている人がいる、ということです。

私もたくさんの人に支えていただきました。周りにも気を配りつつ自分を大切にし、頑張って

ください。応援しています。

　まちなか鳳雛塾で机を並べ切磋琢磨し、合格を決めた塾生たち。
合格への道筋、試験勉強でのエピソード、後輩へのアドバイスや
メッセージなどを寄せてもらいました。

能登高校を応援する会  会員募集
　町唯一の高等学校・能登高校を皆さんの手で支えてください。

主な活動
　・生徒の学習環境の整備　　　　・クラブ活動の支援
　・学校の存続発展に関する支援　・生徒募集の推進に関する支援
年会費　個人 2,000 円～
　　　　団体・企業 5,000 円～

問秘書室☎ 62-8501

4 月のまちなか鳳雛塾スケジュール

問まちなか鳳雛塾☎ 0768-84-5282
（ひかり電話のため局番が「84」です。）

受付時間　㊊～㊏の 16:00 ～ 22:00

宇出津
総合病院

ENEOS

宇
出
津

  

小
学
校

コ
ン
セ
ー
ルのと

まちなか
鳳雛塾

役場↓

↑柳田

鳳寿荘↑

　塾生の保護者や入塾を考えて
いる方は、授業見学随時可能で
す。お気軽にご相談ください。

受講対象者 月 火 水 木 金 土

高校生 16:00 ～ 22:00 9:00～22:00
中学 3 年生 19:30～21:00 19:30～21:00

中学 2 年生
中学 1 年生 19:30～21:00 ※①  

小学4～6年生 　　　 16:00 ～ 18:00 ※②
※①…中学 1・2 年生は、㊋～㊎のうち、　都合の良い 2 日を選択。※②…小学生は㊋・㊌のどちらか。各日とも申
込先着 5 人ずつ。塾までの送迎や食事は、各自で用意してください。

・5 月から、中学部・小学部の時間割を変更する予定です。変更後の時間割は、4 月中旬までに生徒便でお知らせします。
・中学生と小学生の新規入塾希望は 5 月から受付開始します。

「まちなか鳳雛塾」で検索 !!
https://hosujuku.wixsite.com/machinaka

　まちなか鳳雛塾には
　駐車場がありません

!  4 月から祝日・第 5 週の曜日は原則
休講となります。ご注意ください。  
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利用案内　
中央図書館（☎ 62-8520「コンセールのと」内）
　開館時間　9:00 ～ 18:00（土・日曜日は 17:00 まで）
　休館日　月曜、祝日　
　館内整理休館　4 月 25 日㊌
柳田教養文化館（☎ 76-1585）
　開館時間　10:30 ～ 18:30
　休館日　日曜、祝日

・新宿ナイチンゲール　小原周子／著

・蒼き山嶺　馳星周／著		

・棲月　今野敏／著	 	 	

・護られなかった者たちへ　中山七里／著

・ペコロスの母の忘れもの　岡野雄一／著

・運転を続けるための認知症予防　浦上克哉／著	

・人生の退き際　曽野綾子／著

・暮らし自分流　下重暁子／著

・心とカラダを整えるおとなのための１分音読

山口謠司／著

中央図書館の行事
・加夢加夢おはなし会　4 月 14 日㊏ 10:30
・あゆみ読書会　4 月 18 日㊌ 13:30

中央図書館の新刊

玄鳥さりて
葉室麟 / 著

浅田真央　私のスケート人生
浅田真央 / 著

　藩内で順調に出世を
遂 げ る 圭 吾。 そ の 陰
には彼を守って遠島に
なった男がいた。やが
て２人は敵同士として
再会し…。

　浅田真央が語るトリプルアクセ
ル、ルーツ、二度のオリンピック…
秘話満載！	

4 月の開館カレンダー
　　　　…休館日　　　　　…館内整理休館

図書館へおいでよ図書館へおいでよ

能登町立図書館　OPAC 検索

インターネット蔵書検索
http://lib.town.noto.lg.jp/WebOpac/webopac/index.do

輪
島
市

珠
洲
市

○見附桜まつり
日時　4 月 15 日㊐　10:00 ～ 13:00
場所　見附公園
　珠洲スタンプ会によるガラポンや食・特
産品のテント、ステージでのイベントをお楽
しみください。

穴
水
町

○花見だよ！in 能登さくら駅
日時　4 月 15 日㊐　10:00 ～ 15:00　
場所　能登さくら駅（のと鉄道・能登鹿島駅）
　今年も桜咲き誇る能登さくら駅で、太鼓
や歌謡ショーをお楽しみください。
　なお、会場周辺には駐車場がありません
ので、のと鉄道をご利用ください。

問観光交流推進室☎ 0768-52-3790
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第 3 位に輝いた雄志館

◆開館時間9:15～17:30　◆休館日  月・第３日曜日、月曜が㊗の場合開館

★：未就園児の親子対象
13 日㊎ 10:30　★身体計測＆子育てワンポイントアドバイス
　　　　　　　（持ち物：母子手帳）
19 日㊍ 10:30　★ベビーノーム おやこ Café
　　　　　　　（定員有、参加費400円、要申込)
25 日㊌ 15:30　春のスポーツ day ドッジボール
　　　　　　　　（小学生対象。持ち物：内ばきズック、水筒）
30 日㊊まで

春のペーパークラフト　つくって遊ぼう！動物指人形
　子どもから大人までどなたでも参加できます。終日体験可。

まつなみキッズセンター　☎72-0269
◆開館時間10:00～18:00　◆休館日  日・月曜日

11 日㊌ 15:00　さくらミニお茶会
14 日㊏ 14:00    第 1 回ふるさと探検隊
　　　　　　　　「松岡寺のお花見に行こう！」
18 日㊌ 15:00　あっぷるたいむ「なかよしレクリエーション♪」
21 日㊏ 13:00　簡単おやつ作り（※松波公民館と合同開催）
21 日㊏ 14:00　おはなしボランティアひまわり

こどもみらいセンター　

　　
☎62-1503（域内☎65-1503）

イメージキャラクター
ノームちゃん ノームくん

■えほんかるた大会

とる札はなんとえほんの表紙！
えほんかるた王をめざそう☆

石川県子ども読書月間企画

　図書館で保管期限の切れた雑誌と利用者
さんから寄せられた古本をどなたでも無料
でお持ち帰り！
　今回雑誌は１人１日 5 冊までとなりま
す。大変人気ですので早い者勝ちです！

・能登町は「とも旗祭り」をご案内

対　象　ひらがなが読めるお子さん
　　　　（小学生以下）
開催日　4 月 28 日㊏
時　間　10:00 ～
場　所　コンセールのと
                 2 階 多目的ホール

キミもチャレンジ！
みんなと一緒に楽しもう!!

 雑誌リサイクル市＆お宝本市  同時開催 !

日時　4 月 14 日㊏ 　9:00 ～

　　　
※無くなり次第終了

場所　コンセールのと　図書館入り口

中央図書館
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

柳田教養文化館
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

ふるさと探検隊
　毎月 1 回、松波小学校校区のいろいろなところを散策
しながら、歴史や民話を学んでいく行事です。親子、友
達同士で、どなたでもご参加ください。

能登の魅力を方言から探ります。
皆様のご来場をお待ちしています。
演目　「方言から見た能登の魅力」
講師　新田　哲夫 教授
　　　金沢大学人間社会研究域歴
　　　史言語文化学系

講演会
能登の魅力を方言から！

4 月 22 日㊐ 13:30 ～
小木活性化センター  2 階会議室

日 時

場 所

問小木公民館☎ 74-0194

○曳山祭
日時・場所　4 月 5 日㊍　住吉神社（鳳至町）
　　　　　  4 月 6 日㊎　重蔵神社（河井町）
　豪華に飾られた総輪島塗の山車が輪島の
街に春を告げます。5 日は住吉神社、6 日
は重蔵神社の巡行で、子どもたちが参加す
る午後からが見ものです。

問住吉神社☎ 0768-22-0695
重蔵神社☎ 0768-22-0656
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　都合により当番医が変更になる場合があります
ので、あらかじめ電話してから受診してください。休日当番医

能登北部医師会4月の 【受付時間】9:00 ～ 12:00

1 日㊐ 8 日㊐ 15 日㊐ 22 ㊐ 29 日㊐ 30 日㊊

尾張内科クリニック
☎ (0768)52-1515 

穴水町此木

宮下医院
☎ (0768)26-1311 

輪島市三井町

定梶医院
☎ (0768)45-1351 

輪島市三井町

嘉門内科クリニック
☎ (0768)22-6776

輪島市杉平町

粟倉医院
☎ (0768)32-0018 

輪島市町野町

永井医院
☎ (0768)22-0032 

輪島市鳳至町

小木クリニック
☎ 74-1711 
能登町小木

みちした内科クリニック
☎ 82-0877

珠洲市飯田町

はしもとクリニック
☎ 62-8300 
能登町崎山

あいずみクリニック
☎ 82-0002 

珠洲市飯田町

生垣医院
☎ 76-0001 
能登町柳田

大貫眼科医院
☎ 82-0017 

珠洲市上戸町

健康福祉課 ☎ 72-2504健康生活・子育て情報
乳児健診
日時　4 月 10 日㊋　　受付　12:30 ～ 12:45
対象　平成 29 年 11 月 30 日～平成 30 年 1 月 5 日生
場所　役場能都庁舎　1 階集会室
持ち物　母子健康手帳、健診おたずね票、バスタオル

1歳6カ月児健診
日時　5 月 8 日㊋　　受付　12:30 ～ 12:45
対象　平成 28 年 9 月 11 日～ 10 月 25 日生
場所　役場能都庁舎　4 階大集会場
持ち物　母子健康手帳、健診おたずね票

子育ての申請が簡単に
電子申請受付を開始します

　国が運営するオンラインサービス「マイナ
ポータル」を使用し、子育てに関する手続き
の一部がオンラインでできる「ぴったりサー
ビス」の電子申請が当町でも利用できるよう
になりました。

3歳児健診
日　時　4 月 17 日㊋　　受付　12:30 ～ 12:45

対　象　平成 27 年 1 月 16 日～ 3 月 7 日

場　所　役場能都庁舎　4 階大集会場

持ち物　母子健康手帳、健診おたずね票、採尿容器

予防接種対象者に案内を送付します
　平成 30年度麻しん風しん予防接種対象となる人に
接種の案内を送ります。次の予防接種対象者で案内が
届かない場合は、予防接種係にご連絡ください。

予防接種案内対象者
　麻しん風しん（第 2 期）
　保育所・こども園の年長児
　（H24.4.2 ～ H25.4.1 生）

子育てワンストップサービス

電子申請する際は…

電子申請には次の準備や設定が必要です。

①マイナンバーカード
　電子証明書を搭載したもの。

②アプリケーション「マイナポータル AP」　
　をインストールしたパソコン
③マイナンバーカード対応の IC カードリー
　ダライタ（市販）、またはスマートフォン（マ
　イナンバーカード対応のもの）

※マイナポータルについて、詳しくは内閣府
ホームページをご参照ください。

電子申請できる手続き
・児童手当

・妊娠の届出

　※母子健康手帳・健診受診券は、役場各庁舎窓口でお渡
しします。

お
問
い
合
わ
せ

電子申請ができるようになりましたが、添付
書類が必要なものがあります。詳細は問い合
わせください。

・児童手当について …児童福祉係☎ 72-2512
・妊娠の届出について …健康推進係☎ 72-2504

　能登町の豊かな食を次世代へ伝承するために、「ふ
るさと自慢料理講座」を開講します。
あなたも能登町のふるさと料理を作ってみませんか？

〈日時〉
回数 開催日 時間

1 5 月 20 日㊐

9:30 ～ 13:00
2 8 月 05 日㊐

3 10 月 21 日㊐

4 　平成 31 年
2 月 3 日㊐

　

〈場所〉
コンセールのと（宇出津レ字 9 番地 2）

〈内容〉
　「ふるさと自慢レシピ集」をテキストに、1 コース
４回で四季折々のふるさとの料理を学びます。

〈講師〉能登町食生活改善推進員など
〈対象〉

①能登町に住所を有する方。
②４回全て参加できる方。

〈定員〉25 人
〈受講料〉1,000 円（４回分、食材料費・テキスト代含む）
〈連絡・申込先〉健康福祉課☎ 72-2504
〈申込期限〉4 月 27 日㊎

ふるさと自慢料理講座
平成 30 年度

宇出津総合病院勤務で返済免除。薬剤師・看護師の修学資金貸与制度

地域医療振興を志す学生を支援します

　将来、薬剤師として公立宇出津総合病院に勤務
する意思のある学生のために、修学に必要な資金
を貸し付ける制度です。
応募資格　学校教育法に規定する大学において薬
学を履修する課程に在学する者であって、次に掲
げる要件のいずれにも該当するもの
〇大学を卒業した後、病院の薬剤師として業務に
従事しようとする意思のある者であること。
〇本人又は保護者が県内に住所を有していること
〇他から同種類の修学資金等の貸与又は給付を受
けていないこと。
申請方法　申請書や学校の推薦書などを当院に直
接持参するか、郵送してください。
申請受付期間　　4 月 2 日㊊～ 5 月 16 日㊌

　看護学校などを卒業後、公立宇出津総合病院で
勤務する意思のある学生のために、修学資金の貸
与を行います。
応募資格　全国の保健師、助産師、看護師の養成
施設に在学し、卒業後、公立宇出津総合病院で看
護師等の業務に従事しようとする人
申請方法　申請書と在学する養成施設長の推薦書
などを、看護学校等を通じて提出してください。
申請受付期間　　4 月 2 日㊊～ 5 月 16 日㊌
※県地域医療支援看護師等修学資金との併給貸与
が可能です。この場合、町からは 5 万円の計 15
万円です。県修学資金については県医療対策課☎
076-225-1431 へ。

看護師等修学資金制度

月額 10 万円貸与

薬剤師修学資金制度

月額 10 万円貸与

制度についてのお問い合わせ、申請書類を事前に準備したい場合などは、当院までご連絡ください。申請書は
当院のホームページ（http://www.hospitalnet.jp/）からダウンロード可。 問公立宇出津総合病院☎ 62-1311

修
学
資
金
貸
与
制
度
の
ご
案
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

※日程などは変更する場合があります。

※カードの取得には 1 か月程度かかります。早め
の取得をお願いします。
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移動店舗車　こうのう「くりん号」　運行予定日のお知らせ

※店舗車内で、ご預金のお預け入れ・お支払、振込等をお取扱いします。

4月の予定 場 所
営業時間
営 業 日

：菅原神社境内（鵜川公民館前）
：午前 10時～午後 2時迄
：3日（火）、10日（火）、17日（火）、24日（火）

・上記は予定日です。天候等諸事情により運行できない場合があります。
承認番号　29-122

38

公立宇出津総合病院だより公立宇出津総合病院だより
☎ 62-1311　http://www.hospitalnet.jp/

診療科 月 火 水 木 金 備考
内科 〇 〇 〇 〇 〇
循環器科 〇
外科・消化器科 〇 〇 〇 〇 〇
心臓血管外科 〇 〇
婦人科 〇
整形外科 〇 〇 〇 〇 〇
耳鼻咽喉科 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ・午後診察時間 14:00 ～ 16:30、受付時間 16:00 まで 

・第１・3 金曜は 9:30 から診療開始
小児科 ◎ ◎ ◎ ◎ ・午後診察時間 14:00 ～ 16:30
小児外科 ◎ ・午後診察時間 14:00 ～ 16:30
眼科 〇 〇 〇 〇 〇 ・㊊・㊋・㊍は受付時間 11:30 まで
神経科精神科 〇
泌尿器科 〇 〇 〇
皮膚科 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ・午後診察時間 14:00 ～ 15:30
脳神経外科 〇
検診科 〇 〇 〇 〇 〇
禁煙外来 ◇ ◇ ◇ ◇ ・午後診察時間 14:00 ～ 16:00、完全予約制

■診療日のご案内 （4 月 1 日現在） 〇午前のみの診察日　◎午後もある診察日　◇午後のみの診察日

■ 4 月から医師が変更になります
診療科 平成 29 年度 平成 30 年度（4 月 1 日～）

内科   竹田義克 西川諒　

内科 長井一樹
山本怜奈

杉山　絃

皮膚科 望月弘和 多賀史晃

小児科 南部旨利 谷内裕輔

循環器科 廣正修一 加藤武史（非常勤医師）※毎週㊊のみ

脳神経外科 中尾庸人（非常勤医師） 玉井翔（非常勤医師）

糖尿病・内分泌外来 中川浩実（非常勤医師） 田中健雄（非常勤医師）

　寒波（1 月 24 日から 26 日）による影響で、ご家庭
の水道管などが凍結・破裂・漏水して水道料金が高額
となった方は、特別減免措置の対象になります。
　上記の該当者は、水道管の漏水修理後、特別減免申
請をお願いします。

■特別減免措置の対象となる水道料金
平成 30 年２月請求または３月請求分の水道料金

・前年同月と比較していずれか安いほうでの請求とな
ります。

・下水道料金も同じく減免措置の対象となります。

■申請方法
漏水修理完了後、減免申請書を提出してください。

・町指定給水装置工事事業者が修理した場合に限ります。
・漏水箇所の修理写真を添付してください。
・工事事業者の証明印が必要です。

■申請書提出先
　役場上下水道課、各庁舎および支所窓口

※詳しくは上下水道課までお問い合わせください　問上下水道課☎ 72-2507

※減免申請書は各世帯に配布したほか、各庁舎・支所の窓口にあり
ます。また、町ホームページからもダウンロードできます。

■申請期間　平成 30 年 12 月 28 日㊎まで

長期不在時には水道の閉栓手続きを
　引っ越しや長期間の留守等で水道を使用しなく
なった場合は、漏水等の予期せぬトラブルを防ぐ
ため閉栓手続きを行ってください。
　閉栓期間中、水道料金は発生しません。

※閉栓時および再使用（開栓）する際に手数料 1,000 円
がかかります。

寒波の影響による水道料金の特別減免措置について

こ せ き

の ま ど
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　厳しかった寒さが和ら
ぎはじめ、卒業式や発表
会など、春の足音が聞こ
えてきました。
　泳ぎきったあとに見せ
る児童の清々しく自信に
満ちた笑顔や、仲間と門
出を喜びあう生徒の表
情。どの顔にも輝きがあ
り、新たな道を切り開い
て行こうとするエネルギ
ーがレンズを通し撮影者
にも伝わってきました
（樹）

（（ （（

能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

元　

勇
一
さ
ん
（
小　

垣
）
10
万
円

高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌

　

法
華
寺･

長
福
寺･

平
等
寺

（
柳　

田
）
５
万
円

白
丸
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
白　

丸
）
２
９
，
６
０
１
円

（前月比）

◉人口・世帯数 3 月 1 日現在

人口（人） 17,759 － 81

男 8,399  － 33

女 9,360 － 48

世帯数（戸） 7,657 － 41
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海
上

保安官だよ

　　　問能登海上保安署☎ 74-8118
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有料広告

石川県警就職説明会　　　　　  

日時　4 月 22 日㊐ 13:00 ～ 16:00
場所　石川県警察本部
参加対象者

・警察官を志望する高校生、大学生
・警察官志望者の家族
・各種学校の就職担当職員　など
実施内容
　警察業務説明、採用試験案内、施
設・車両見学、各部門ブース見学、
若手警察官との懇談・質疑応答
申し込み方法

・県警ウェブサイトからメール
・採用ホットラインに電話
　☎ 0120-369-498
※当日参加も可能です。
問県警本部警務課人事係
☎ 0120-369-498

平成 30 年度石川県警察官募集

区分　警察官 A、女性警察官 A
受験資格　

・昭和 62 年 4 月 2 日から平成 10 年
4 月 1 日までに生まれた者

・大学卒および平成 31 年 3 月末ま
でに卒業見込みの者（石川県人事委
員会が同等の資格があると認める者
を含む）に限る。
試験公告日　5 月 16 日㊌
受付期間　5月23日㊌～6月15日㊌
試験日程　　第一次試験
　　（筆記試験）7 月 8 日㊐
　　（体力試験）7 月 14 日㊏
　第二次試験　8 月下旬

・試験区分、採用予定人員、実施方
法等は試験公告日に発表されます。
願書の交付も試験公告日より前には

できません。
・願書の交付は珠洲署のほか、能登
庁舎や各駐在所でも行います。
問珠洲警察署警務課☎ 82-0110

油絵に挑戦しませんか　　　　

　能登広域勤労青少年ホームでは、
油絵講座を開講します。
実施日
全 10 回（すべて㊎）

・題材：静物・風景
平 成 30 年 …5 月 11 日、6 月 8 日、
7 月 13 日、7 月 27 日、8 月 10 日、
8 月 24 日、9 月 7 日、10 月 5 日、
11 月 2 日

・まとめ、合評　12 月 14 日
申込　4 月 30 日㊊までに
　　　能登広域勤労青少年ホームへ
問能登広域勤労青少年ホーム

（遠島山公園内）☎ 62-3755

電柱にカラスの巣を見つけたら

これからの季節は、カラスが巣作り
を始める時期です。電柱や鉄塔の上
の巣が停電の原因になることがあり
ますので、発見次第巣を撤去し、電
気の安定供給を図っています。電柱
や鉄塔の上にカラスの巣を見つけた
ら、北陸電力までご連絡ください。
問北陸電力ネットワークサービスセ
ンター☎ 0120-837-119

お
ま

わ
りさんだよ

　　　問珠洲警察署☎ 82-0110
　　　能登庁舎☎ 62-1334

ほ～す君日記

行政相談　問総務課☎ 62-8510
日 時間 場所 行政相談委員

10 日㊋ 13:30 ～ 15:30 内浦福祉センター 宮谷内相談委員

17 日㊋ 10:00 ～ 12:00 笹ゆり荘 廣橋相談委員

相談内容　行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する問い
合わせなどに応じます。

心配ごと相談　問町社会福祉協議会☎ 72-2322
日 時間 場所

10 日㊋ 13:30 ～ 15:30 内浦福祉センター

10 日㊋・24 日㊋ 10:00 ～ 12:00 笹ゆり荘

11 日㊌ 10:00 ～ 12:00 能都社会福祉会館

25 日㊌ 10:00 ～ 12:00 鵜川公民館

20 日㊎ 13:30 ～ 15:30 小木活性化センター

相談内容　日常生活の困りごとや悩みなどにお応えします。

こころの健康相談（要予約）　問能登北部保健福祉センター☎0768-22-2011

相談名・内容 日時 場所・問い合わせ先

家庭や職場、学校におけるここ
ろ（精神）の不安や悩みに専門
医が応じます。

※保健師や相談員による相談
平日 8:30 ～ 17:45

（珠洲地域センターは 17:15 まで）

13 日㊎
20 日㊎

14:00 ～ 16:00

能登北部保健福祉センター 
輪島市鳳至町畠田 102-4
☎ 0768-22-2011

法律相談　問金沢弁護士会☎ 076-221-0242 相談前日午後 5 時までに要予約
日 時間 場所 予約・相談料

06日㊎
 13:30
～ 16:00

珠洲市産業セ
ンター 予約制、無料（30 分以内）。

先着 5 名まで予約順に時間が決まります。
27日㊎ 役場能都庁舎

なんでも相談「カナリア」（電話相談）　
日 時間 相談電話番号

毎週㊋・㊍ 10:00 ～ 14:00 ☎ 76-2874 ※㊗は休み

相談内容　親子・夫婦・家族問題や日常生活の悩み、ＤＶなどに電話で相談に応じます。

　冬季の間保管していた漁船、プレ
ジャーボートを久しぶりに運航する方
は、念入りに点検をお願いします！

有料広告

シルバー人材センターの

野菜作り講習会開催案内
シルバー人材センターでの就業を希望する就
業意欲のある高齢者の方が、希望分野で働く
ことができるよう、必要な基礎知識を付与す
るとともに、会員の新たな就業分野へのチャ
レンジを支援することを目的に実施します。

受講日　4 月中旬

申込締切日　4月13日（金）まで

受講資格
　60歳以上の方で全日程受講でき
る方。かつ、受講後はシルバー人材セ
ンター会員となり就業を希望される
方。

日時・講習内容等について
は事務局までお問い合わ
せください。

能登町字宇出津ハ字128番地
（旧能登消防署宇出津分署に事務所移転。

4月2日から）
（公社）能登町シルバー人材センター

☎62-4688　FAX 62-4689

後悔

航海する前に
  「発航前点検」実施を !!

 燃料は十分にありますか。
オイルは規定量ありますか。

「まだ足りるだろう」が燃料欠
乏に陥る危険の第一歩！

電圧は十分にありますか。
端子に緩みはないですか。
バッテリー液は
　十分にありますか。

「あやしい」は１１８番

　あやしい船、人、不審な事象、物
を見かけたら海上保安庁へ通報しま
しょう。
　また、不審物を発見したら、触れ
ない！動かさない！状態を変えな
い！をお願いします。　

こんな所にいつもは
船はいないのに・・・

あの船、夜なのに
電気がついていない・・・

いか
の
お
す
し

ない

らない

おごえをだす

ぐにげる

らせる

知らない人についていかない

知らない人の車に乗らない

おおきな声でさけぶ

大人のいる方向にすぐに逃げる

大人の人に知らせる

覚えよう
「いかのおすし」

「子ども 110 番の家」
　子ども達が声かけ・つ
きまとい・連れ去りなど
の被害に遭ったり、遇い
そうになった時の保護。
またケガ・急病・トイレ・
電話などの借用などの応
急場所としてご協力いた
だいています。
　ご家庭で通学路にある
110 番の家の場所の確認
をしておきましょう。

とっさのときには
なかなか大声を出すことは
出来ません。もしものために
防犯ブザーやホイッスルを
ランドセルの前の方につけてあげてく
ださい。



里
海
で
ま
な
ぼ
う

　

バ
ヌ
ア
ツ
の
島
の
子
ど
も
た
ち
は
身
近
な

浜
を
遊
び
場
に
し
て
お
り
、
お
や
つ
は
も
っ

ぱ
ら
自
分
で
獲
り
ま
す
。
浜
辺
で
遊
ぶ
、
海

の
浅
い
と
こ
ろ
で
遊
ぶ
、
釣
り
を
す
る
、
カ

ヌ
ー
を
漕
ぐ
、
素
潜
り
を
す
る
と
い
っ
た
具

合
に
、
年
齢
や
成
長
に
合
わ
せ
て
、
自
分
よ

り
年
長
の
子
ど
も
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
は
遊
び
の
幅
を
少
し
ず
つ
広
げ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
海
で
の
遊
び
を
通
じ
て
、

自
然
を
読
む
観
察
の
力
、
身
体
の
使
い
方
、

仲
間
と
協
力
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

宮
古
島
の
人
か
ら
も
、能
登
の
人
か
ら
も
、

「
昔
、
自
分
た
ち
が
子
ど
も
だ
っ
た
と
き
に

は
、
同
じ
よ
う
に
海
で
遊
ん
で
い
た
よ
」
と

い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
子

ど
も
の
数
が
減
り
異
年
齢
の
集
団
で
遊
ぶ
こ

と
が
難
し
か
っ
た
り
、
子
ど
も
だ
け
で
海
で

遊
ぶ
に
は
危
険
が
あ
っ
た
り
と
、
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
の
場
が
海
と
い
う
機
会
は
減
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
里
海
科
を
通
じ
て
、
か
つ
て
の
遊
び

の
場
だ
っ
た
海
を
軸
に
、
新
し
い
学
び
方
を

考
え
る
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
能
登
里
海
教
育
研
究
所　

木
下 

靖
子
）

サ
ン
ゴ
礁
の
海
か
ら
能
登
の
海
へ

　

私
、
木
下
靖
子
は
、
昨
年
10
月
よ
り
能
登

里
海
教
育
研
究
所
の
研
究
員
と
な
り
能
登
に

来
ま
し
た
。
以
前
は
沖
縄
県
宮
古
島
に
い
ま

し
た
。こ
の
た
び
宮
古
島
か
ら
能
登
半
島
へ
、

直
線
距
離
で
お
よ
そ
１
８
０
０
㌔
北
に
移
動

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

宮
古
島
で
は
、
池
間
島
と
い
う
人
口

５
０
０
人
程
度
の
小
さ
な
離
島
で
、
里
海
研

と
同
じ
く
地
元
の
小
中
学
校
の
教
育
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
り
、
島
の
文
化
を
調
査
研
究
し
た

海
の
文
化
は
つ
な
が
っ
て
い
る

　

私
の
専
門
は
文
化
人
類
学
で
す
。
沖
縄
の

南
西
諸
島
を
は
じ
め
、
南
太
平
洋
の
バ
ヌ
ア

ツ
共
和
国
と
い
う
と
こ
ろ
で
生
活
や
文
化
に

関
す
る
調
査
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
最
初

は
島
が
持
っ
て
い
る
固
有
の
文
化
に
注
目
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
島
を
め
ぐ
る

う
ち
に
、
数
百
年
、
数
千
年
と
い
う
長
い
間
、

島
の
資
源
を
枯
渇
さ
せ
る
こ
と
な
く
循
環
さ

せ
て
暮
ら
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
自
然
を
ど

の
よ
う
に
利
用
し
て
き
た
か
、
ま
た
人
び

と
の
間
で

ど
の
よ
う

に
分
け
合

っ
て
き
た

か
、
共
通

す
る
部
分

が
あ
る
こ

と
に
興
味

を
持
つ
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

り
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
池
間
島
は

か
つ
て
近
海
、
お
よ
び
南
方
（
南
太
平
洋
）

カ
ツ
オ
漁
で
栄
え
た
漁
業
の
島
で
す
が
、
現

在
は
沿
岸
で
の
釣
り
漁
や
サ
ン
ゴ
礁
域
で
の

潜
り
漁
、
観
光
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
が
島
の
人

の
主
な
生
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
島
は
ぐ
る

り
と
一
周
、自
然
海
岸
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
今
頃
、
春
の
大
潮
に
は
、
日
頃
は

海
に
沈
ん
で
い
る
サ
ン
ゴ
礁
が
姿
を
現
わ
し

ま
す
。
島
の
人
た
ち
は
毎
年
そ
の
と
き
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。サ
ン
ゴ
礁
に
出
か
け
、

サ
ザ
エ
や
シ
ャ
コ
ガ
イ
、
タ
コ
な
ど
を
歩
い

て
探
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
昔
か
ら

海
は
、
暮
ら
し
に
必
要
な
恵
み
を
与
え
て
く

れ
る
場
所
で
し
た
。

Vol.3

能
登
里
海
教
育
研
究
所

能
登
か
ら
世
界
へ

さ
あ
、
は
じ
め
よ
う 「
里
海
研
」
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学生のとき初めてバヌアツに行った筆者

サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た

池
間
島

旧暦 5月 4日におこなわれる池間島の海神祭

宮
古
島
の
春
の
大
潮

銛で魚を突くバヌアツの子

43_NOTO＋2018.4

続☆星のささやき

　星の観察館「満天星」は 4 月 15 日
に開館 25 周年を迎えます。平成 5 年

（1993 年）に、県内では初めての天体
観察施設としてオープンしました。天
文台の 60 センチ反射望遠鏡は現在でも県内最大です。プラネタ
リウムは平成 23 年に機器をリニューアルし、恒星投影数では県
内最大になりました。
　この 25 年間には、小惑星「Noto( 能登 )」の発見、彗星の木星
衝突をはじめ、様々な天体観測に成果を上げました。また有線テ
レビ放送で星の情報を町内に広報したり、町内各所で天体観望会
を開催するなど、天文普及にも力を入れています。
　ところで、こと座のベガ（おりひめ星）までの距離は 25 光年
です。25 年前にベガを出発した光が、今届いているのです。ベ
ガを見上げて当時を思い、今後も輝き続けたいと思います。

満天星開館 25 周年

物語
　北極の氷の上で出会った、シロクマのレ
ナードとペンギンのジェームズ。「どうして北
極や南極は半年もの長い夜が続くの？」二人
は答えを探すため、捨てられていた潜水艦を
宇宙船に改造して地球を飛び立ちます。

☆開館 25 周 年記念天文講話
「満天星のあゆみ」

☆ 4 / 15 ~ 新番組「ポラリス」開始

満天星
4 月の
利用案内

講話　星の観察館「満天星」室石英明
日時　4 月 15 日㊐　10:15 ～ 10:45
入場　無料、予約不要

　4 月 15 日 ㊐ は 11:00 か ら 1 時 間 ご と に
16:00 の回まで投影します
投影内容は満天星の HP をご覧ください。

☆開館 25 周年特別投影会

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

のと海洋ふれあいセンターのプログラム　

磯 で ヤドカリ をつかまえよう！

　ヤドカリの仲間を採集し、殻の交換をす
る様子なども観察します。 対　象　どなたでも可。小学校低学年以下の方は　

　　　　保護者同伴でお願いします。
定　員　20 人（事前にお申込みください）
持ち物　動きやすい服装、着替え、長靴など
参加費　無料
　　　　※高校生以上は入館料 200 円が必要です。

開催日　4 月 21 日㊏
時　間　13:30 ～ 15:30
場　所　のと海洋ふれあいセンター

海の自然体験館、磯の観察路

申込先・詳しくは　のと海洋ふれあいセンター☎ 74-1919、FAX74-1920　E-mail:nmci@notomarine.jp


